
【表紙】小浜市 PR動画を制作した高校生の皆さん（背景は市内各地で撮影された「小浜市 PR動画」の映像を使用）
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悠久の歴史と風土が活きるまち
〜新たな時代の御食国若狭おばま〜

特
集

市制施行 70 周年記念式典
個性が光る 高校生がつくる小浜市 PR 動画
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市長表彰・文化奨励賞の受賞者は 4P 〜 9P に掲載

（会場での紹介順に）奈良県奈良市 仲
なかがわ

川げん市長、埼玉県川越市 
川
か わ い

合善
よしあき

明市長、大韓民国慶州市 朱
チュ

洛
ナギョン

栄市長、公益社団法人上方落語
協会 笑

しょうふくてい

福亭仁
じ ん ち

智会長、公益社団法人上方落語協会 桂
かつら

文
ぶ ん し

枝さん、拉
致被害者 蓮

はすいけ

池薫
かおる

さん、拉致被害者 曽
そ が

我ひとみさん、駐大阪・神戸
米国総領事館 リチャード・メイ総領事

市制施行 70 周年記念式典で上映されました

　

今
年
度
は
、「
第
６
次
小
浜
市

総
合
計
画
」
を
ス
タ
ー
ト
し
た
と

こ
ろ
で
あ
り
、
め
ざ
す
将
来
像
を

「
み
ん
な
で
描
く
、
悠
久
の
歴
史

と
風
土
が
活
き
る
ま
ち
〜
新
た
な

時
代
の
御
食
国 

若
狭
お
ば
ま
〜
」

と
い
た
し
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
な
ど
に
よ
り
、
社
会
の
し
く
み

や
生
活
様
式
が
大
き
く
変
わ
る
中

に
お
い
て
も
、
失
っ
て
は
な
ら
な

い
豊
か
な
風
土
、
歴
史
、
文
化
、

民
俗
、
教
育
、
産
業
、
人
柄
な
ど
、

小
浜
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
改

め
て
見
直
し
、
守
り
、
研み

が

き
、
育

成
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

あ
わ
せ
て
、
Ａ
Ｉ
※
１

や
Ｉ
ｏ

Ｔ
※
２

な
ど
の
先
端
技
術
を
柔
軟

に
取
り
入
れ
な
が
ら
、
小
浜
で
暮

ら
す
皆
様
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
夢
を

実
現
で
き
る
、
夢
と
希
望
が
あ
ふ

れ
る
ま
ち
の
姿
を
デ
ザ
イ
ン
し
て

い
く
た
め
、
市
民
の
皆
様
と
協
働

し
、「
オ
ー
ル
小
浜
体
制
」に
よ
り
、

全
力
で
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

市の 10 年（平成 23 年〜令和 2 年）を振り返る映像上映

市の 10 年を振り返る映像と、高校生
制作の市 PR 動画（詳細は 3P）を収納

市の軌跡を後世に伝える「ときのはこ」

動画で伝える内容を話し合う
※写真は制作の様子を再現

個性が光る 高校生がつくる小浜市PR動画

若狭高校（若狭おばま御食国大使）

　探究授業を発端に、小浜の食など

の PR をする「若狭おばま御食国大

使」を務める吉
よしおか

岡勇
ゆ う き

樹さん・和
わ た だ

多田

弥
み ゆ う

憂さん・森
もりした

下智
と も き

貴さん（いずれも

２年生）。小学校で食に関する出前授

業を行うなど活躍中。「サバの良さを

伝えたい」と、動画制作に臨みました。

　
「『
僕
ら
か
ら
見
た
小
浜
』
を
テ
ー

マ
に
、
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
を
作
り

た
い
と
思
っ
た
」
と
、
話
す
３
人
。

ラ
ジ
オ
番
組
を
想
起
さ
せ
る
場
面
か

ら
始
ま
る
動
画
の
最
後
に
は
、
夕
暮

れ
時
の
海
の
映
像
を
入
れ
、
見
る
人

の
心
を
動
か
す
「
エ
モ
い
※
３
」
感
じ

に
な
る
よ
う
制
作
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
３
人
は
、「
小
浜
の
水
産

業
に
関
わ
る
人
の
生
の
声
を
届
け
た

い
」と
、３
事
業
者
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

を
実
施
。「
動
画
を
見
て
く
れ
る
人

に
、小
浜
の
良
さ
を
知
っ
て
ほ
し
い
。

す
で
に
知
っ
て
い
る
人
に
も
、
再
認

識
し
て
も
ら
い
た
い
し
、
自
分
た
ち

の
小
浜
へ
の
思
い
も
知
っ
て
ほ
し
い

で
す
ね
」
と
、話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

「小浜の食の魅力」を探りに事
業者にインタビューし動画化

若狭東高校 放送部

　校内での式典時に式典の模様を大画

面に投影したり、視覚障がい者向けの

広報おばま「声の広報」の制作などを

したりして活動する同部。これまで

培った動画制作技術を生かし、１〜３

年生の 18 人が、２〜４人のグループ

ごとに PR 動画制作に臨みました。

　

部
員
全
員
で
話
し
合
っ
て
決
め
た

「
伝
統
」・「
観
光
」・「
食
」
を
テ
ー

マ
に
、「
伝
統
工
芸
紹
介
編
」・「
Ｃ

Ｍ
（
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
）
明
通
寺
編
」

な
ど
の
動
画
を
制
作
し
ま
し
た
。

　

市
公
認
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
さ
ば
ト

ラ
な
な
ち
ゃ
ん
」
が
観
光
名
所
を
Ｐ

Ｒ
す
る
「
な
な
ち
ゃ
ん
お
散
歩
編
」

の
動
画
を
作
っ
た
上か

み
な
か中

翔し
ょ
う
き喜

さ
ん
・

村む
ら
か
み上
智と

も
や哉
さ
ん（
い
ず
れ
も
２
年
生
）

は
、「
完
成
す
る
ま
で
、
何
回
も
修

正
を
繰
り
返
し
、
な
な
ち
ゃ
ん
が
ど

う
映
っ
て
い
る
か
を
考
え
て
、
構
図

を
工
夫
し
ま
し
た
。
皆
さ
ん
に
、
動

画
に
出
て
き
た
場
所
に
行
き
た
い
と

思
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
」
と
、
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

撮影・録音・編集などを経て完成
※写真は制作の様子を再現

画面の構図にこだわった作品
たちが式典会場で披露される

この動画を含む記念式典の映像（2P）は、「チャンネルＯ」と
動画共有サービス「Y

ユ ー チ ュ ー ブ
ouTube」で視聴できます

チャンネルＯ 【期間】12 月 11 日㊏・12 日㊐ いずれも 14 時から ※小浜市のみ
YouTube 小浜市公式チャンネル　12 月 13 日㊊以降、右の二次元コードを読み取って接続▶

　小浜市が 3 月 30 日に市制施行 70 周年を迎えたことを記念し、

11 月 3 日㊌㊗に、文化会館（大手町）で記念式典を開催。

　松
まつざき

崎晃
こ う じ

治市長があいさつしたほか、杉
すぎもと

本達
た つ じ

治県知事をはじめとす

る来賓や、市長表彰・文化奨励賞の受賞者、市民の皆さんなどが、

市の節目を祝い、将来のまちづくりへの決意を新たにしました。

問い合わせ　総務課☎ 64・6002

市制施行      周年 記念式典70

▲文化会館

※ 1 人工知能のこと　※ 2 身の回りのあらゆるモノをインターネットにつなげるしくみのこと

式典全体の映像は、「チャンネルＯ」と
動画共有サービス「Y

ユ ー チ ュ ー ブ

ouTube」で視聴できます
（視聴方法は 3P）

市ゆかりの人々から、祝賀メッセージが届きました

市
長
式
辞
（
一
部
抜
粋
）

ときのはこ
の扉▶

「ときのはこ」の中
には、市の節目ごと
の時勢が分かるもの
が収められています

※ 3 心動かされたときの、何とも言い表せない感情を表現する若者言葉



徳行卓越功労
　

平
成
19
年
か
ら
令
和
元
年
ま
で
、

子
ど
も
た
ち
を
犯
罪
被
害
や
交
通

事
故
か
ら
守
る
た
め
、
加
斗
小
学
校

の
子
ど
も
た
ち
の
下
校
の
見
守
り

活
動
を
続
け
ら
れ
、
地
域
の
治
安
維

持
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
黒

駒
神
社
の
社
殿
の
修
理
や
神
社
内

の
木
の
枝
切
り
な
ど
、
地
域
で
の
活

動
に
も
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。 上

うえやま

山  冨
と み た ろ う

太郎 さん
（81 歳・飯盛）

徳行卓越功労
　

平
成
25
年
か
ら
現
在
ま
で
、
雲
浜

小
学
校
の
子
ど
も
た
ち
の
登
下
校
の

見
守
り
活
動
を
続
け
、
地
域
の
治
安

維
持
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、

畑
作
り
な
ど
の
栽
培
体
験
の
サ
ポ
ー

ト
、
校
内
の
除
草
、
庭
木
の
枝
切
り

な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る
学
校
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
よ
り
、
学
校
運
営
に

多
大
な
貢
献
を
さ
れ
て
い
ま
す
。 松

まつやま

山  貢
みつぐ

 さん
（79 歳・竹原）

徳行卓越功労
　

平
成
19
年
か
ら
現
在
ま
で
、
加
斗

小
学
校
の
子
ど
も
た
ち
の
下
校
の
見

守
り
活
動
を
続
け
、
地
域
の
治
安
維

持
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

子
ど
も
た
ち
へ
の
田
植
え
・
稲
刈
り

体
験
の
指
導
や
、
民
生
委
員
・
児
童

委
員
、
荒
木
区
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
の

代
表
も
務
め
ら
れ
、
地
域
の
社
会
福

祉
の
向
上
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。 岡

おかもと

本  泰
やすのり

徳 さん
（78 歳・飯盛）

徳行卓越功労
　

平
成
17
年
に
山
手
一
・
二
・
三
丁
目

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
を
立
ち
上
げ
、
平

成
18
年
か
ら
現
在
ま
で
、
山
手
一
丁

目
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
代
表
と
し
て
尽

力
さ
れ
て
い
ま
す
。
地
域
住
民
が
気

軽
に
参
加
し
、
世
代
を
超
え
た
仲
間

づ
く
り
が
で
き
る
サ
ロ
ン
運
営
に
取

り
組
み
、
高
齢
者
の
健
康
や
生
き
が

い
づ
く
り
に
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

加
か の う

納  暢
の ぶ こ

子 さん
（85 歳・山手一丁目）

徳行卓越功労
　

平
成
15
年
に
市
場
・
島
・
中
村
区

の
遠
敷
の
郷さ

と

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
を
立

ち
上
げ
、
現
在
ま
で
代
表
と
し
て
企

画
運
営
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。
サ

ロ
ン
で
は
、
い
き
い
き
百
歳
体
操
を

取
り
入
れ
、
高
齢
者
の
健
康
づ
く
り

や
介
護
予
防
に
貢
献
さ
れ
て
い
ま

す
。
平
成
16
年
か
ら
は
中
部
親し

ん
ろ
う
か
い

老
会

会
長
も
務
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 田

た な か

中 正
ま さ お

夫 さん
（84 歳・遠敷）

　

平
成
20
年
か
ら
現
在
ま
で
、
子

ど
も
た
ち
を
犯
罪
被
害
や
交
通
事

故
か
ら
守
る
た
め
、
小
浜
小
学
校

の
子
ど
も
た
ち
の
登
校
の
見
守
り

活
動
を
続
け
、
地
域
の
治
安
維
持

に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

小
浜
地
区
の
区
長
会
長
や
小
浜
市

区
長
連
合
会
の
会
長
も
務
め
ら
れ
、

地
域
で
も
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

徳行卓越功労

伊
い と う

藤  哲
て つ お

男 さん
（60 歳・駅前町）

広報おばま　令和 3 . 12 45 広報おばま　令和 3 . 12

自治振興功労
　

平
成
20
年
か
ら
平
成
28
年
ま
で

小
浜
市
監
査
委
員
を
２
期
８
年
務

め
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
間
、
公
正

で
効
率
的
な
行
政
運
営
と
市
政
の

発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

平
成
25
年
か
ら
平
成
28
年
ま
で
は

代
表
監
査
委
員
と
し
て
の
重
責
を

果
た
さ
れ
ま
し
た
。

森
もりした

下  充
あたる

 さん
（72 歳・金屋）

自治振興功労
　

平
成
19
年
か
ら
平
成
27
年
ま
で
小

浜
市
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
を
２
期

８
年
務
め
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
間
、

公
正
か
つ
適
正
な
選
挙
の
執
行
お
よ

び
明
る
い
選
挙
の
啓
発
活
動
に
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。
民
生
委
員
・
児
童
委

員
や
小
浜
市
赤
十
字
奉
仕
団
員
と
し

て
も
活
動
さ
れ
る
な
ど
、
地
域
福
祉

の
向
上
に
も
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。 前

ま え だ

田  里
さ と み

美 さん
（75 歳・遠敷）

自治振興功労
　

平
成
23
年
か
ら
令
和
元
年
ま
で

小
浜
市
教
育
委
員
会
委
員
を
２
期

８
年
務
め
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
間
、

本
市
の
児
童
生
徒
の
基
礎
学
力
や

体
力
の
向
上
、
心
の
教
育
、
食
育
の

実
践
な
ど
、
総
合
的
な
教
育
行
政
の

推
進
に
貢
献
さ
れ
る
と
と
も
に
、
平

成
31
年
４
月
の
小
浜
美
郷
小
学
校

の
開
校
に
も
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。 入

い り え

江  深
み さ

砂 さん
（60 歳・千種一丁目）

自治振興功労
　

平
成
25
年
か
ら
令
和
３
年
ま
で

小
浜
市
監
査
委
員
を
２
期
８
年
務

め
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
間
、
公
正

で
効
率
的
な
行
政
運
営
と
市
政
の

発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

平
成
28
年
か
ら
令
和
３
年
ま
で
は

代
表
監
査
委
員
と
し
て
の
重
責
を

果
た
さ
れ
ま
し
た
。

細
ほそかわ

川  和
かずのぶ

伸 さん
（74 歳・広峰）

自治振興功労
　

平
成
20
年
か
ら
平
成
29
年
ま
で
小

浜
市
教
育
長
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
間
、
東
部
４
地
区
の
小
学
校
統

合
問
題
に
取
り
組
ま
れ
、
平
成
31
年

４
月
の
小
浜
美
郷
小
学
校
の
開
校
に

尽
力
さ
れ
る
と
と
も
に
、
授
業
力
向

上
の
た
め
、
自み

ず
か

ら
学
校
現
場
に
出
向

き
教
員
を
指
導
す
る
な
ど
、
教
育
行

政
の
推
進
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。 森

もりした

下  博
ひろし

 さん
（73 歳・今宮）

自治振興功労
　

平
成
23
年
か
ら
令
和
元
年
ま
で

小
浜
市
副
市
長
を
２
期
８
年
務
め

ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
間
、
基
盤
産
業

と
成
長
産
業
の
育
成
、
歴
史
・
文

化
・
食
を
生
か
し
た
交
流
人
口
の
拡

大
、
安
心
安
全
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
を

目
指
し
、
市
民
と
行
政
の
懸
け
橋
と

な
り
、
市
政
の
発
展
と
地
域
福
祉
の

向
上
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

東
あずま

  武
た け お

雄 さん
（71 歳・加茂）

自治振興功労
　

平
成
23
年
か
ら
平
成
31
年
ま
で
、

小
浜
市
議
会
議
員
を
２
期
８
年
務

め
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
間
、
産
業

教
育
常
任
委
員
会
委
員
長
、
人
口

問
題
対
策
特
別
委
員
会
委
員
長
、

若
狭
消
防
組
合
議
会
議
長
な
ど
の

要
職
を
歴
任
さ
れ
、
市
政
の
発
展

と
地
域
福
祉
の
向
上
に
大
き
く
貢

献
さ
れ
ま
し
た
。

西
にしもと

本  清
きよつか

司 さん
（65 歳・和多田）

自治振興功労
　

平
成
23
年
か
ら
令
和
元
年
ま
で
小

浜
市
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
を
２
期

８
年
務
め
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
間
、

公
正
か
つ
適
正
な
選
挙
の
執
行
お
よ

び
明
る
い
選
挙
の
啓
発
活
動
に
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。
小
浜
市
食
生
活
改
善

推
進
員
と
し
て
、
豊
か
な
感
性
や
知

性
に
よ
り
、
食
を
通
し
た
健
康
づ
く

り
に
も
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。 竹

たけなか

中  俊
と し こ

子 さん
（66 歳・加茂）

自治振興功労
　

平
成
20
年
か
ら
平
成
26
年
ま
で

小
浜
市
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
委
員
を
２
期
６
年
務
め
ら
れ
ま

し
た
。
こ
の
間
、
本
市
の
公
平
公
正

な
税
務
行
政
の
推
進
に
貢
献
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
23
年
か
ら
平

成
25
年
ま
で
は
、
小
浜
市
固
定
資
産

評
価
審
査
委
員
会
委
員
長
と
し
て

の
重
責
を
果
た
さ
れ
ま
し
た
。 上

かみくぼ

窪  道
み ち お

雄 さん
（73 歳・相生）

自治振興功労
　

平
成
24
年
か
ら
令
和
３
年
ま
で
小

浜
市
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委

員
を
３
期
９
年
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
間
、
本
市
の
公
平
公
正
な
税
務

行
政
の
推
進
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
27
年
か
ら
平
成
28
年
ま

で
、
お
よ
び
平
成
30
年
か
ら
平
成
31

年
ま
で
は
、
委
員
長
と
し
て
委
員
会

の
運
営
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。 杉

すぎたに

谷  しげよ さん
（73 歳・広峰）

問い合わせ  総務課☎ 64・6002　教育総務課☎ 64・6032

　小浜市長表彰ならびに、文化奨励賞の表彰式を、11月

３日㊌㊗に文化会館で開催し、松
まつざき

崎晃
こう じ

治市長と窪
くぼ た

田光
みつひろ

宏

教育長が、それぞれ受賞者に表彰状を贈りました。

市長表彰
市制施行 70 周年記念

46 個人５団体市制施行 70 周年記念市長表彰

文化奨励賞
令和３年度

※年齢は、11 月 3 日現在



自治振興功労
　

平
成
26
年
か
ら
令
和
２
年
ま
で
小

浜
市
農
業
委
員
会
委
員
を
２
期
６
年

務
め
、
優
良
農
地
の
確
保
、
農
地
パ

ト
ロ
ー
ル
な
ど
に
取
り
組
み
、
本
市

の
農
業
振
興
と
農
村
の
活
性
化
に
大

き
く
貢
献
。
現
在
は
、
一
般
社
団
法

人
遠
敷
高
塚
環
境
向
上
推
進
会
の
代

表
理
事
と
し
て
、
地
域
農
業
の
発
展

な
ど
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。 橋

はしづめ

詰  忠
ただかず

和 さん
（69 歳・遠敷三丁目）

自治振興功労
　

平
成
23
年
か
ら
平
成
29
年
ま
で
小

浜
市
農
業
委
員
会
委
員
を
２
期
６
年

務
め
、
農
業
振
興
と
農
村
の
活
性
化

に
大
き
く
貢
献
。
平
成
29
年
か
ら
令

和
２
年
ま
で
小
浜
市
農
地
利
用
最
適

化
推
進
委
員
と
し
て
、
農
地
利
用
の

集
積
・
集
約
化
を
推
進
。
地
域
の
中

心
的
な
農
業
者
と
し
て
、
本
市
の
農

業
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

木
き ざ き

崎  喜
き よ し

代志 さん
（65 歳・飯盛）

自治振興功労
　

平
成
23
年
か
ら
平
成
29
年
ま
で
小

浜
市
農
業
委
員
会
委
員
を
２
期
６
年

務
め
ら
れ
、
優
良
農
地
の
確
保
、
農

地
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
に
取
り
組
み
、

本
市
の
農
業
振
興
と
農
村
の
活
性
化

に
大
き
く
貢
献
。平
成
21
年
か
ら
は
、

若
狭
農
業
協
同
組
合
の
理
事
を
３
期

９
年
務
め
、
本
市
農
業
の
け
ん
引
役

と
し
て
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

土
ど い

井  銀
ぎ ん た ろ う

太郎 さん
（70 歳・加斗）

自治振興功労
　

平
成
23
年
か
ら
平
成
29
年
ま
で
小

浜
市
農
業
委
員
会
委
員
を
２
期
６
年

務
め
ら
れ
、
本
市
の
農
業
振
興
と
農

村
の
活
性
化
に
貢
献
。
平
成
29
年
か

ら
令
和
２
年
ま
で
小
浜
市
農
地
利
用

最
適
化
推
進
委
員
と
し
て
、
農
地
利

用
の
集
積
・
集
約
化
を
推
進
。
ま
た
、

神し

ん

竜り
ゅ
う

忠ち
ゅ
う

土
地
改
良
共
同
施
行
の
代
表

と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。 神

か ん だ

田  喜
き く じ

久治 さん
（69 歳・神宮寺）

自治振興功労
　

平
成
20
年
か
ら
平
成
26
年
ま
で
小

浜
市
農
業
委
員
会
委
員
を
２
期
６
年

務
め
ら
れ
ま
し
た
。
優
良
農
地
の
確

保
、
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
に
取
り

組
み
、
本
市
の
農
業
振
興
と
農
村
の

活
性
化
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
小
浜
府
中
土
地
改
良
区

の
副
理
事
と
し
て
、
土
地
改
良
区
の

管
理
運
営
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

岡
おかもと

本  克
か つ お

雄 さん
（70 歳・府中）

広報おばま　令和 3 . 12 67 広報おばま　令和 3 . 12

社会福祉功労
　

平
成
22
年
か
ら
現
在
ま
で
民
生
委

員
・
児
童
委
員
を
務
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
小
浜
市
民
生
委
員
協
議

会
連
合
会
理
事
、
小
浜
市
第
２
民
生

委
員
協
議
会
会
長
な
ど
を
歴
任
さ
れ

て
い
ま
す
。
相
談
活
動
で
は
、
気
持

ち
に
寄
り
添
い
傾
聴
す
る
こ
と
に
重

き
を
置
い
た
活
動
を
通
し
、
地
域
福

祉
の
向
上
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

岩
い わ た

田  順
じゅんこ

子 さん
（68 歳・南川町）

社会福祉功労
　

昭
和
62
年
か
ら
現
在
ま
で
小
浜

市
赤
十
字
奉
仕
団
員
と
し
て
、
地
域

福
祉
の
向
上
に
貢
献
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
間
、
分
団
長
、
常
任
委
員
、

書
記
、
副
委
員
長
、
委
員
長
、
参
与
、

顧
問
と
役
員
を
歴
任
さ
れ
、
団
員
の

統
率
と
奉
仕
団
の
組
織
力
向
上
に

尽
力
さ
れ
る
な
ど
、
団
員
の
模
範
と

し
て
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

富
ふ じ

士  くみ さん
（85 歳・津島）

社会福祉功労
　

平
成
22
年
か
ら
現
在
ま
で
民
生
委

員
・
児
童
委
員
を
務
め
ら
れ
、
地
域

福
祉
の
向
上
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま

す
。
常
に
地
域
住
民
に
寄
り
添
っ
た

相
談
・
援
助
活
動
に
取
り
組
ま
れ
、

地
区
定
例
会
で
の
積
極
的
な
発
言
や

提
案
、同
地
区
委
員
へ
の
助
言
な
ど
、

本
市
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
育

成
に
も
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。 北

きたやま

山  典
の り お

男 さん
（74 歳・小松原）

社会福祉功労

村
むらみや

宮  美
み え こ

惠子 さん
（70 歳・玉前）

社会福祉功労
　

平
成
14
年
か
ら
令
和
２
年
ま
で
小

浜
市
視
覚
障
害
者
福
祉
協
会
副
会
長

と
し
て
、
障
が
い
者
福
祉
の
向
上
に

尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
小
浜
市

身
体
障
が
い
者
福
祉
連
合
会
副
会

長
、
福
井
県
身
体
障
害
者
福
祉
連
合

会
理
事
な
ど
を
歴
任
。
現
在
は
小
浜

市
身
体
障
が
い
者
相
談
員
と
し
て
地

域
で
も
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。  辻

つじ

  祐
す け お

男 さん
（76 歳・多田）

　

平
成
22
年
か
ら
現
在
ま
で
民
生
委

員
・
児
童
委
員
を
務
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
特
に
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
へ

の
相
談
・
援
助
活
動
に
積
極
的
に
取

り
組
み
、
地
域
福
祉
の
向
上
に
尽
力

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ふ
れ
あ
い

サ
ロ
ン
代
表
と
し
て
誰
も
が
参
加
し

や
す
い
参
加
者
の
目
線
に
立
っ
た
サ

ロ
ン
運
営
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

社会福祉功労
　

平
成
６
年
か
ら
令
和
３
年
ま
で
社

会
福
祉
法
人
若
狭
つ
く
し
会
の
理
事

長
と
し
て
若
狭
地
域
の
障
が
い
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
尽
力
。
ま
た
、

小
浜
市
社
会
福
祉
協
議
会
理
事
、
福

井
県
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
協
会
理

事
な
ど
を
歴
任
し
、
多
く
の
障
が
い

者
の
自
立
支
援
や
社
会
参
加
、
社
会

復
帰
の
促
進
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

大
おおした

下  治
は る お

夫 さん
（84 歳・山手一丁目）

自治振興功労
　

平
成
22
年
か
ら
平
成
30
年
ま
で

小
浜
市
加
斗
財
産
区
管
理
委
員
を

２
期
８
年
務
め
ら
れ
ま
し
た
。
こ

の
間
、
平
成
26
年
か
ら
平
成
30
年

ま
で
は
会
長
と
し
て
、
管
理
会
の

適
正
な
運
営
に
尽
力
さ
れ
、
加
斗

財
産
区
が
所
有
す
る
山
林
な
ど
の

現
況
確
認
や
財
産
管
理
に
貢
献
さ

れ
ま
し
た
。

地
ち む ら

村  豊
と よ し

司 さん
（66 歳・飯盛）

自治振興功労
　

平
成
18
年
か
ら
平
成
26
年
ま
で

小
浜
市
加
斗
財
産
区
管
理
委
員
を

２
期
８
年
務
め
ら
れ
ま
し
た
。
こ

の
間
、
平
成
18
年
か
ら
平
成
22
年

ま
で
は
会
長
職
務
代
理
者
、
平
成

23
年
か
ら
平
成
26
年
ま
で
は
会
長

と
し
て
、
加
斗
財
産
区
が
所
有
す

る
山
林
な
ど
の
管
理
お
よ
び
管
理

会
の
運
営
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。 森

もりした

下  正
まさよし

義 さん
（85 歳・加斗）

自治振興功労
　

平
成
18
年
か
ら
平
成
26
年
ま
で

小
浜
市
加
斗
財
産
区
管
理
委
員
を

２
期
８
年
務
め
ら
れ
ま
し
た
。
こ

の
間
、
加
斗
財
産
区
が
所
有
す
る

山
林
な
ど
の
現
況
確
認
に
お
い
て
、

山
林
を
登
り
境
界
確
認
を
実
施
。

ま
た
、
管
理
会
に
お
い
て
は
、
財

産
管
理
お
よ
び
適
正
な
運
営
に
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。

岡
おか

  弘
ひろし

 さん
（74 歳・西勢）

自治振興功労
　

平
成
18
年
か
ら
平
成
26
年
ま
で

小
浜
市
加
斗
財
産
区
管
理
委
員
を

２
期
８
年
務
め
ら
れ
ま
し
た
。
こ

の
間
、
加
斗
財
産
区
が
所
有
す
る

山
林
な
ど
の
現
況
確
認
や
財
産
管

理
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

平
成
22
年
か
ら
平
成
26
年
ま
で
は

会
長
職
務
代
理
者
と
し
て
管
理
会

の
運
営
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。 清

し み ず

水  正
まさあき

明 さん
（72 歳・飯盛）

社会福祉功労
　

昭
和
62
年
か
ら
現
在
ま
で
小
浜
市

赤
十
字
奉
仕
団
員
と
し
て
、
地
域
福

祉
の
向
上
に
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
間
、分
団
長
、常
任
委
員
、監
事
、

副
委
員
長
、
委
員
長
、
参
与
、
顧
問

と
役
員
を
歴
任
さ
れ
、
高
い
統
率
力

を
発
揮
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
も
常
に

笑
顔
と
奉
仕
の
精
神
を
忘
れ
ず
、
活

動
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。 河

かわはら

原  久
ひ さ え

枝 さん
（79 歳・和久里）

社会福祉功労
　

昭
和
62
年
か
ら
現
在
ま
で
小
浜
市

赤
十
字
奉
仕
団
員
と
し
て
、
地
域
福

祉
の
向
上
に
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
間
、
分
団
長
、
災
害
対
策
委
員
、

常
任
委
員
、
書
記
、
委
員
長
、
参
与

と
役
員
を
歴
任
さ
れ
、
福
井
県
で
唯

一
の
男
性
分
団
の
設
立
に
も
尽
力
さ

れ
ま
し
た
。
現
在
も
団
員
と
し
て
精

力
的
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。 本

ほ ん ま

馬  芳
よ し え

江 さん
（73 歳・遠敷十丁目）

社会福祉功労
　

昭
和
50
年
ご
ろ
よ
り
小
浜
市
遺
族

会
青
壮
年
部
の
会
員
と
な
り
、
全
国

戦
没
者
追
悼
式
の
参
列
な
ど
、
英
霊

顕
彰
や
遺
族
援
護
活
動
に
尽
力
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
小
浜
市
遺
族
会

副
会
長
、
会
長
と
役
員
を
歴
任
。
現

在
は
顧
問
と
し
て
次
世
代
へ
の
戦
争

体
験
の
継
承
や
会
員
の
親
睦
交
流
に

貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

内
ないとう

藤  實
みのる

 さん
（90 歳・城内一丁目）

自治振興功労
　

平
成
20
年
か
ら
平
成
26
年
ま
で
小

浜
市
農
業
委
員
会
委
員
を
２
期
６
年

務
め
ら
れ
ま
し
た
。
内
外
海
地
区
を

中
心
に
、
優
良
農
地
の
確
保
、
農
地

パ
ト
ロ
ー
ル
、
農
地
の
利
用
状
況
調

査
、
遊
休
農
地
の
指
導
な
ど
に
取
り

組
み
、
農
村
・
農
業
者
の
代
表
と
し

て
本
市
の
農
業
振
興
と
農
村
の
活
性

化
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。 大

お お の

野  治
じ ろ う

郎 さん
（71 歳・田烏）

自治振興功労
　

平
成
23
年
か
ら
平
成
29
年
ま
で
小

浜
市
農
業
委
員
会
委
員
を
２
期
６
年

務
め
ら
れ
ま
し
た
。
優
良
農
地
の
確

保
、
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
、
農
地
の
利

用
状
況
調
査
、
遊
休
農
地
の
指
導
な

ど
に
取
り
組
み
、特
に
国
富
地
区
で
、

農
村
・
農
業
者
の
代
表
と
し
て
本
市

の
農
業
振
興
と
農
村
の
活
性
化
に
大

き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

飛
とびなが

永  敏
としたか

孝 さん
（73 歳・次吉）
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教育文化振興功労
　

昭
和
50
年
に
書
壇
「
玄げ

ん
ぽ
う
し
ゃ

朋
社
」
を

創
設
以
来
、
書
道
活
動
を
通
じ
て
本

市
の
文
化
振
興
に
尽
力
。
ま
た
、
福

井
県
文
化
協
議
会
理
事
を
務
め
ら

れ
、
現
在
は
、
若
狭
書
道
連
盟
会
長
、

小
浜
市
文
化
協
会
会
長
と
し
て
活

躍
さ
れ
る
と
と
も
に
、
書
道
教
室
や

講
座
開
催
な
ど
、
後
進
の
指
導
・
育

成
に
も
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。 岸

きしもと

本  三
さ ん じ

次 さん
（67 歳・泊）

教育文化振興功労
　

平
成
14
年
か
ら
小
浜
市
伝
統
的
建

造
物
群
保
存
地
区
保
存
審
議
会
委
員

に
。
平
成
21
年
か
ら
は
副
会
長
と
し

て
活
躍
。専
門
的
見
地
か
ら
の
指
導
・

助
言
に
よ
り
、
小
浜
西
組
の
重
要
伝

統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
選
定
を
は

じ
め
、
歴
史
的
景
観
の
保
全
・
整
備
・

防
災
対
策
・
市
内
文
化
財
建
造
物
の

保
存
整
備
に
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

髙
たかしま

嶋  猛
たけし

 さん
（71 歳・福井市）

教育文化振興功労
　

平
成
14
年
か
ら
杉
田
玄
白
賞
審

査
委
員
会
委
員
を
務
め
ら
れ
、
令

和
元
年
か
ら
は
会
長
と
し
て
活
躍

さ
れ
て
い
ま
す
。
応
募
内
容
が
高

度
化
す
る
中
、
医
学
・
医
療
研
究

の
専
門
的
見
地
か
ら
公
正
か
つ
適

正
な
審
査
に
尽
力
さ
れ
、
本
市
の

偉
人
顕
彰
・
食
育
活
動
・
健
康
福

祉
の
振
興
に
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

河
かわはら

原  和
か ず お

夫 さん
（65 歳・東京都）

教育文化振興功労
　

昭
和
56
年
か
ら
小
浜
市
華
道
連
合

会
に
在
籍
し
て
、
華
道
の
指
導
の
ほ

か
、
地
区
敬
老
会
や
講
演
会
会
場
に

お
い
て
花
を
生
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
茶

道
に
お
い
て
も
小
中
学
生
を
指
導
。

茶
華
道
を
通
じ
て
日
本
文
化
の
継
承

発
展
、
地
域
貢
献
お
よ
び
後
進
の
指

導
・
育
成
に
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

前
ま え だ

田  敦
あ つ こ

子 さん
（74 歳・広峰）

社会福祉功労
　

昭
和
50
年
ご
ろ
よ
り
小
浜
市
遺
族

会
青
壮
年
部
の
会
員
と
な
り
、
戦
没

者
追
悼
式
の
参
列
な
ど
、
英
霊
顕
彰

や
遺
族
援
護
活
動
に
尽
力
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
雲
浜
支
部
役
員
、
支

部
長
、
小
浜
市
遺
族
会
会
計
と
役
員

を
歴
任
。
現
在
も
戦
没
者
遺
族
の
相

談
や
世
話
役
と
し
て
活
動
に
取
り
組

ま
れ
て
い
ま
す
。

早
は や み

見  靖
やすひこ

彦 さん
（82 歳・山手三丁目）

社会福祉功労
　

昭
和
50
年
ご
ろ
よ
り
小
浜
市
遺
族

会
青
壮
年
部
の
会
員
と
な
り
、
英
霊

顕
彰
や
遺
族
援
護
活
動
に
尽
力
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
青
壮
年
部
副
部

長
、
会
計
、
副
会
長
、
婦
人
部
長
と

役
員
を
歴
任
さ
れ
、
福
井
県
遺
族
会

の
理
事
も
務
め
ら
れ
ま
し
た
。
世
代

間
の
役
員
の
引
継
ぎ
の
際
は
調
整
役

と
し
て
も
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。 植

う え の

野  はま さん
（84 歳・千種二丁目）

社会福祉功労
　

昭
和
34
年
の
設
立
以
来
、

地
域
社
会
と
の
交
流
な
ど
を

通
し
、
高
齢
者
が
豊
か
な
生

活
を
送
る
た
め
に
活
動
し
、

高
齢
者
の
意
見
を
市
政
に
反

映
す
べ
く
審
議
会
な
ど
へ
も

積
極
的
に
参
加
。
公
共
施
設

小浜市老人クラブ連合会 

の
清
掃
活

動
、
小
学

生
へ
の
田

植
え
・
野

菜
作
り

や
交
通
安

全
指
導

に
も
尽
力

さ
れ
て

い
ま
す
。

小浜市連合婦人会 教育文化振興功労
　

昭
和
24
年
の
設
立
以
来
、

女
性
の
地
位
向
上
や
明
る
い

家
庭
づ
く
り
推
進
の
た
め
に

活
動
。
ま
た
、
地
区
公
民
館

を
拠
点
に
地
域
活
性
化
に
努

め
、「
ふ
る
さ
と
の
昔
話
」
の

発
刊
、「
若
狭
よ
い
子
の
カ
ル

タ
」作
成
、

行
事
で
の

ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活

動
な
ど
、

本
市
の
社

会
教
育
推

進
に
貢
献

さ
れ
て
い

ま
す
。

教育文化振興功労
　

平
成
11
年
か
ら
小
浜
市
伝
統
的
建

造
物
群
保
存
地
区
保
存
審
議
会
副
会

長
を
務
め
ら
れ
、
平
成
21
年
か
ら
は

会
長
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

専
門
的
見
地
か
ら
の
指
導
・
助
言
に

よ
り
、
小
浜
西
組
の
重
要
伝
統
的
建

造
物
群
保
存
地
区
選
定
を
は
じ
め
、

歴
史
的
景
観
の
保
全
、
整
備
お
よ
び

防
災
対
策
に
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

日
ひゅうが

向  進
すすむ

 さん
（74 歳・京都府）

産業振興功労
　

昭
和
59
年
に
小
浜
中
央
青
果
株
式

会
社
を
設
立
し
、
代
表
取
締
役
と
し

て
本
市
の
農
業
の
発
展
と
生
鮮
食
料

品
の
安
定
供
給
に
貢
献
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
平
成
13
年
か
ら
小
浜
市

総
合
卸
売
市
場
株
式
会
社
の
常
務
取

締
役
に
就
任
さ
れ
、
公
正
か
つ
適
正

な
価
格
に
よ
る
流
通
圏
域
住
民
の
生

活
の
安
定
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

山
やまもと

本  紀
の り お

夫 さん
（69 歳・酒井）

松永いきいきふるさと塾 70 周年記念奨励賞
　

松
永
地
区
の
ま
ち
づ
く
り

計
画
を
実
行
す
る
組
織
と
し

て
、
平
成
16
年
に
設
立
。
松

永
音
頭
や
松
永
カ
ル
タ
制
作
、

盆
踊
り
の
復
活
や
カ
ル
タ
大

会
な
ど
、
積
極
的
に
地
域
行

事
を
実
施
。
ま
た
、
登
山
道

や
ビ
オ

ト
ー
プ
の

整
備
に
よ

る
環
境
保

護
活
動
な

ど
、
地
域

の
発
展
の

た
め
に
尽

力
さ
れ
て

い
ま
す
。

コウノトリの郷
さと

づくり推進会 70 周年記念奨励賞
　

平
成
23
年
の
設
立
以
来
、

ビ
オ
ト
ー
プ
の
造
成
、
水
田

魚
道
の
整
備
、
人
工
巣
塔
の

設
置
な
ど
環
境
保
護
に
尽
力
。

小
学
生
を
対
象
と
し
た
環
境

学
習
の
実
施
な
ど
、
地
道
な

活
動
が
実
を
結
び
、
今
年
、

コ
ウ
ノ
ト

リ
の
57
年

ぶ
り
の
営

巣
、
３
羽

の
ヒ
ナ
の

誕
生
と
60

年
ぶ
り
の

巣
立
ち
が

実
現
し
ま

し
た
。

70 周年記念奨励賞
　

令
和
元
年
に
設
立
さ
れ
「
ギ

ザ
ギ
ザ
湾
美び

か

び

か

化
美
化
計
画
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
若
狭
湾

を
拠
点
に
、
海
ご
み
を
資
源

に
変
え
る
方
法
を
模
索
し
な

が
ら
活
動
。
海
ご
み
の
漂
着

状
況
な
ど
を
調
査
し
地
図
化
、

アノミアーナ 

海
岸
管
理

者
へ
の
事

業
提
案
、

海
ご
み
の

再
利
用
な

ど
、
環
境

保
護
活
動

に
取
り
組

ま
れ
て
い

ま
す
。

功労の部
　

短
歌
の
創
作
活
動
を
続
け
ら
れ
、

昭
和
63
年
４
月
に
口
名
田
短
歌
会

を
創
立
。
長
年
に
わ
た
り
、
市
の

文
化
祭
や
短
歌
大
会
で
、
歌
評
者
・

選
者
を
、
平
成
７
年
か
ら
平
成
19

年
ま
で
小
浜
市
短
歌
協
会
副
会
長

を
務
め
ら
れ
た
ほ
か
、
複
数
の
短

歌
会
の
指
導
に
あ
た
り
、
小
浜
市

の
文
化
振
興
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

古
ふるたに

谷  尚
ひ さ こ

子 さん
（85 歳・中井）

奨励の部
　

若
狭
ギ
タ
ー
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
や
今

富
ギ
タ
ー
ク
ラ
ブ
で
の
演
奏
活
動
を

通
し
て
、
地
域
の
文
化
活
動
の
盛
り

上
げ
に
活
躍
。
平
成
28
年
か
ら
は
小

浜
市
文
化
協
会
の
芸
能
部
長
と
し

て
、
協
会
の
運
営
に
尽
力
さ
れ
る
ほ

か
、
令
和
元
年
に
市
で
開
催
さ
れ
た

「
県
選
抜
芸
能
祭
」
の
舞
台
発
表
を

ま
と
め
、
成
功
に
導
か
れ
ま
し
た
。

玉
た ま い

井  正
まさゆき

幸 さん
（74 歳・生守）

奨励の部
　

昭
和
56
年
に
「
小
浜
劇
の
会
久
須

夜
（
現
劇
団
久
須
夜
）」
に
入
会
以

来
、
地
域
に
根
差
し
た
題
材
を
脚
本

化
し
公
演
す
る
演
劇
活
動
を
行
っ

て
来
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
小
浜
市

文
化
協
会
で
は
、
長
年
芸
能
大
会
の

舞
台
監
督
を
務
め
る
な
ど
、
文
化
事

業
に
か
か
る
舞
台
運
営
の
一
翼
を

担
わ
れ
て
い
ま
す
。

木
きのした

下  昇
のぼる

 さん
（61 歳・若狭町）

奨励の部
　

平
成
21
年
に
有
志
で
よ
さ
こ
い

チ
ー
ム
「
糸さ

く
ら桜

吹ふ
ぶ
き雪

」
を
結
成
。
地

区
の
祭
り
な
ど
で
演
舞
を
披
露
す

る
ほ
か
、
平
成
27
年
に
は
、
子
ど
も

の
よ
さ
こ
い
チ
ー
ム
「
輝き

桜お
う

組ぐ
み

」
の

結
成
に
尽
力
。
現
在
は
、
子
ど
も
た

ち
の
指
導
に
あ
た
る
な
ど
、
青
少
年

の
健
全
育
成
、
地
域
住
民
と
の
交
流

に
力
を
注
が
れ
て
い
ま
す
。

大
おおしお

塩  輝
て る お

夫 さん
（80 歳・口田縄）

社会福祉功労
　

昭
和
50
年
ご
ろ
よ
り
小
浜
市
遺

族
会
青
壮
年
部
の
会
員
と
な
り
、
小

浜
市
遺
族
会
副
会
長
、
会
長
と
役
員

を
歴
任
。
現
在
も
顧
問
と
し
て
英
霊

顕
彰
や
遺
族
援
護
活
動
に
尽
力
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
福
井
県
戦
没

者
遺
族
相
談
員
と
し
て
戦
没
者
と

県
や
国
と
の
重
要
な
橋
渡
し
役
と

し
て
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

國
くにしま

嶌  健
けんいち

一 さん
（85 歳・高塚）

社会福祉功労
　

昭
和
50
年
ご
ろ
よ
り
小
浜
市
遺
族

会
青
壮
年
部
の
会
員
と
な
り
、
全
国

戦
没
者
追
悼
式
の
参
列
な
ど
、
英
霊

顕
彰
や
遺
族
援
護
活
動
に
尽
力
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
小
浜
市
遺
族
会

の
副
会
長
や
女
性
部
長
、
福
井
県
遺

族
連
合
会
理
事
な
ど
を
歴
任
。
現
在

小
浜
市
遺
族
会
顧
問
と
し
て
、
平
和

維
持
活
動
に
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

島
し ま だ

田  玲
れ い こ

子 さん
（86 歳・神田）

4 個人

令和３年度

文化奨励賞
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追
加
接
種
を
順
次
実
施
し
ま
す

　

市
で
は
、
国
が
示
す
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
合

わ
せ
て
、
３
回
目
の
追
加
接
種
を
行
い
ま
す
。

▼
料
金　

無
料

▼
ワ
ク
チ
ン
の
種
類　

フ
ァ
イ
ザ
ー
社
製

　

※
１
・
２
回
目
と
は
異
な
る
メ
ー
カ
ー
製

　
　

の
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
す
る
「
交
互
接
種
」

　
　

に
つ
い
て
は
、
国
か
ら
情
報
が
示
さ
れ

　
　

次
第
、
追
っ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

▼
対
象
者　

市
内
在
住
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ワ

　

ク
チ
ン
を
２
回
接
種
し
、
２
回
目
の
接
種

　

か
ら
お
お
む
ね
８
カ
月
以
上
経
過
し
た
人

　

※
年
齢
や
２
回
目
接
種
後
の
経
過
期
間
に

　
　

つ
い
て
は
、
国
か
ら
情
報
が
示
さ
れ
次

　
　

第
、
追
っ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

▼
接
種
券
の
送
付

　

対
象
者
に
は
、
２
回
目
の
接
種
を
受
け
た

時
期
に
応
じ
て
、
順
次
、
接
種
券
と
予
診
票

を
郵
送
し
ま
す
。
１
月
中
に
接
種
対
象
に
な

る
人
に
は
、
12
月
中
に
郵
送
予
定
で
す
。

　

２
回
目
の
接
種
か
ら
８
カ
月
経
過
し
て
も

接
種
券
が
届
か
な
い
場
合
は
、
小
浜
市
新
型

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
☎
64
・

５
６
５
４
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症　

関
連
情
報

▼
接
種
日
時
・
会
場
の
設
定

　

接
種
は
、
医
療
従
事
者
な
ど
、
優
先
接
種

を
受
け
た
人
か
ら
順
次
、
始
め
ま
す
。

　

65
歳
以
上
の
高
齢
者
な
ど
、
一
般
接
種
を

受
け
た
人
に
は
、
市
が
接
種
日
時
や
会
場
を

調
整
し
、
接
種
券
の
送
付
と
合
わ
せ
て
案
内

す
る
た
め
、
当
面
は
予
約
不
要
で
す
。
接
種

時
期
は
、
下
の
表
を
目
安
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

案
内
し
た
日
時
な
ど
が
都
合
に
合
わ
な
い

場
合
や
、
追
加
接
種
を
希
望
し
な
い
場
合
は
、

電
話
ま
た
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ
予
約
シ
ス
テ
ム
で
、
変

更
・
キ
ャ
ン
セ
ル
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
追
加
接
種
の
実
施
状
況
に
よ
り
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ

　

予
約
シ
ス
テ
ム
な
ど
で
予
約
す
る
形
式
に

　

切
り
替
え
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
切
り
替

　

え
の
際
は
あ
ら
た
め
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

１
・
２
回
目
の
接
種
も
受
け
付
け
中

　

市
で
は
、
１
・
２
回
目
の
接
種
の
12
月
分

予
約
を
引
き
続
き
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

12
月
に
12
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
る
人
は

　

12
月
１
日
〜
15
日
生
ま
れ
の
人
に
は
12
月

15
日
㊌
に
、
12
月
16
日
〜
31
日
生
ま
れ
の
人

に
は
12
月
28
日
㊋
に
、
そ
れ
ぞ
れ
接
種
券
を

発
送
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

小
浜
市
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
対
策
チ
ー
ム
☎
64
・
５
６
５
４
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２回目の接種を
受けた時期

（令和３年）

接種券の送付時期と接種日

令和３年 令和 4 年

11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月

３月〜 4 月

５月

６月

７月

８月

※時期は目安です。追加接種の実施状況や、ワクチンの供給量などによって変更する場合があります
※令和３年９月以降に２回目の接種を受けた人についても、順次実施を予定しています

接種日券の送付

接種日券の送付

接種日券の送付

接種日券の送付

接種日券の送付

３回目の追加接種日の目安（11月 12日時点）

ワ
ク
チ
ン
の
追
加
接
種
（
３
回
目
）
を
始
め
ま
す

■新型コロナウイルス感染症　関連情報

年
末
年
始
も
「
マ
ス
ク
会
食
」
！

感
染
対
策
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う③

大
声
は
控
え
る

　

大
き
な
声
を
出
す
と
、
飛
ま
つ
が
飛

び
、
感
染
が
広
が
る
元
に
な
り
ま
す
。

　

会
話
の
際
は
大
声
は
控
え
ま
し
ょ
う
。

④
距
離
を
と
る

　

席
と
席
の
間
は
、
１
㍍
以
上
の
間
隔
を

開
け
、
距
離
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

⑤
回
し
飲
み
・
食
器
の
共
用
は
し
な
い

　

食
器
な
ど
を
介
し
て
、
感
染
拡
大
の
原

因
に
な
り
ま
す
。

　

大
皿
料
理
な
ど
は
、
専
用
の
取
り
箸
を

用
意
し
、
個
別
の
皿
に
取
り
分
け
て
食
べ

ま
し
ょ
う
。

⑥
換
気
に
協
力

　

こ
ま
め
に
部
屋
を
換
気
し
、
空
気
を
入

れ
替
え
る
こ
と
で
、
感
染
の
危
険
性
を
軽

減
で
き
ま
す
。

　

自
宅
は
も
ち
ろ
ん
、
飲
食
店
な
ど
で

も
、
積
極
的
な
換
気
に
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

⑦
体
調
不
良
を
感
じ
た
ら
参
加
し
な
い

　

決
断
を

　

せ
き
や
発
熱
な
ど
、
少
し
で
も
体
調
が

良
く
な
い
と
感
じ
た
ら
、
会
食
に
参
加
し

な
い
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

年
末
年
始
に
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
、
忘
年

会
、
新
年
会
、
帰
省
し
て
き
た
家
族
と
の

団
ら
ん
な
ど
、
会
食
の
機
会
が
増
え
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行

「
第
６
波
」
を
阻
止
す
る
た
め
に
は
、
一

人
ひ
と
り
が
、
引
き
続
き
感
染
対
策
を
徹

底
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

県
で
は
、
宴
会
時
の
感
染
対
策
に
つ
い

て
注
意
点
を
ま
と
め
、
県
民
の
皆
さ
ん
に

徹
底
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　

楽
し
い
ひ
と
時
が
、
感
染
拡
大
に
よ
っ

て
嫌
な
思
い
出
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
皆

さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
感
染
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
】

①
マ
ス
ク
会
食
を
徹
底

　

飲
食
中
に
会
話
を
す
る
場
合
は
、
必
ず

マ
ス
ク
を
着
け
て
か
ら
話
し
ま
し
ょ
う
。

　

食
べ
終
わ
る
ま
で
は
会
話
を
控
え
る

「
黙も

く
し
ょ
く食
」
も
有
効
で
す
。

②
お
店
選
び
は
「
認
証
店
」
で

認証店一覧

　

会
食
は
、
感
染
対
策

の
認
証
を
受
け
た
「
ふ

く
い
安
全
・
安
心
認
証

店
」で
行
い
ま
し
ょ
う
。
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市民 1 人当たりの
税負担額

市民 1 人当たりに
使われるお金

市民 1 人当たりの
市債残高（借金）

市民 1 人当たりの
基金残高（貯金）

※ 9 月 30 日現在の人口　28,672 人

… 124,139 円

… 652,548 円

… 526,387 円

…   87,590 円

市民一人あたりで換算しました

■特別会計

会　計　名 予 算 額 収　　入 支　　出
収入済額 執行率 支出済額 執行率

国民健康保険事業 33 億 5,138 9 億 9,199 29.6 10 億 1,732 30.4
後期高齢者医療 4 億 1,548 1 億 4,079 33.9 1 億 3,948 33.6
介護保険事業 35 億 2,501 14 億 250 39.8 14 億 3,268 40.6
農業集落排水事業 4 億 7,474 1 億 2,219 25.7 2 億 1,444 45.2
漁業集落環境整備事業 6,154 1,471 23.9 2,063 33.5
加斗財産区運営事業 5 1 22.8 0 6.8

■企業会計
収　　入 支　　出

予 算 額 収入済額 執行率 予 算 額 支出済額 執行率
水道
事業

収益的収支 6 億 2,013 3 億 267 48.8 5 億 8,233 2 億 6,003 44.7
資本的収支 8371 0 0.0 3 億 286 1 億 1,753 38.8

下水道
事業

収益的収支 12 億 1,137 7 億 5,135 62.0 12 億 753 5 億 3,285 44.1
資本的収支 9 億 731 1 億 5,769 17.4 13 億 4,665 5 億 141 37.2

（単位：万円・％）

■一般会計（歳出）
科　　目 予 算 額 支出済額 執行率

議会費 1 億 8,793 8,733 46.5
総務費 31 億 4,911 7 億 5,053 23.8
民生費 54 億 5,168 16 億 6,925 30.6
衛生費 22 億 1,477 12 億 761 54.5
労働費 1 億 7681 1 億 3,888 78.5
農林水産業費 8 億 1,618 2 億 4,764 30.3
商工費 7 億 3,278 3 億 5,952 49.1
土木費 22 億 6,585 8 億 2,194 36.3
消防費 5 億 9,477 3 億 5,686 60.0
教育費 13 億 6,622 5 億 4,709 40.0
災害復旧費 0 0 -　
公債費 17 億 4,541 8 億 7,302 50.0
予備費 837 0 0.0

合　　計 187 億 987 70 億 5,967 37.7

（単位：万円・％）

■一般会計（歳入）
科　　目 予 算 額 収入済額 執行率

市税 35 億 5,932 19 億 8,584 55.8
地方譲与税 1 億 1,600 5,267 45.4
利子割交付金 200 158 78.8
配当割交付金 1,200 443 36.9
株式等譲渡所得割交付金 700 0 0.0
法人事業税交付金 1,300 2,454 188.7
自動車取得税交付金 5 億 7,000 3 億 7,159 65.2
環境性能割交付金 1,500 486 32.4
地方特例交付金 7,400 2,582 34.9
地方交付税 54 億 1,500 36 億 8,079 68.0
交通安全対策特別交付金 250 137 54.7
分担金及び負担金 1 億 9,575 3,445 17.6
使用料及び手数料 2 億 4,004 9,868 41.1
国庫支出金 34 億 173 8 億 2,293 24.2
県支出金 14 億 6,446 1 億 9,902 13.6
財産収入 2,648 3,913 147.7
寄附金 2 億 8,021 3,661 13.1
繰入金 3 億 8,997 0 0.0
繰越金 2 億 3,670 6 億 7,898 286.9
諸収入 5 億 3,791 8,341 15.5
市債 21 億 5,080 0 0.0

合　　計 187 億 987 81 億 4,669 43.5

（単位：万円・％）

（単位：万円・％）

【小浜市の財産と市債】
■市財産の現在高
土地 1,134,520㎡
建物 181,490㎡
山林 2,878,700㎡
有価証券 9,300 万円
出資による権利 1 億 1,390 万円

基金
一般会計 25 億 1,139 万円
特別会計 6 億 2,184 万円

■市債、一時借入金の現在高
一般会計 150 億 9,256 万円
特別会計 22 億 9,187 万円
企業会計 126 億 2,948 万円
一時借入金 0 万円

4 月 1日〜 9月 30 日の予算の執行状況など
をお知らせします（9月 30日現在）。
数値は表示桁未満を四捨五入していますの
で、合計などが合わない場合があります。

■問い合わせ　財政課☎ 64・6010

令和３年 4月 1日現在の給与の状況、職員数と人件
費を公表します（一部、令和 2年度支給割合含む）。
職員の給与および定員については、詳細を市公式
ホームページで公表しています。

※市職員に支給される給与は、地方自治法と地方公務
　員法に基づき、市議会の議決を経て市の条例で定め
　られています

■問い合わせ　総務課☎ 64・6002

ー給料と手当ー
●一般行政職員の経験別、学歴別平均給料月額

経験年数 10 〜 14 年 15 〜 19 年 20 〜 24 年
大学卒 256,600 円 294,000 円 351,800 円
高校卒 214,800 円 249,500 円 285,500 円

●一般行政職員の学歴別初任給
小浜市 国

大学卒 182,200 円 182,200 円（Ⅱ種）
高校卒 150,600 円 150,600 円

●職員の平均給料月額と平均年齢
平均給料月額 平均年齢

一般行政職 307,700 円 41 歳 2 カ月
技能労務職 292,100 円 55 歳 8 カ月

●期末、勤勉手当
期末手当 勤勉手当 計

  6 月 1.30 カ月 0.95 カ月 2.25 カ月
12 月 1.25 カ月 0.95 カ月 2.20 カ月

計 2.55 カ月 1.90 カ月 4.45 カ月

●退職手当
自己都合退職 勧奨・定年退職

勤続 20 年 19.6695 カ月 24.586875 カ月
勤続 30 年 34.7355 カ月 40.80375 カ月
最高限度額   47.709 カ月       47.709 カ月

●扶養手当
月　額

配偶者    6,500 円
子  10,000 円

配偶者、子以外の扶養親族    6,500 円

●通勤手当
月　額

交通機関利用の職員 6 カ月定期の額を一括支給
通勤距離が２㌔以上 2,000 円〜 31,600 円

●住居手当
月　額

借家に居住   限度額 28,000 円

●特殊勤務手当
　危険、困難な職務についたときに支給。手当は９種類

●特別職の報酬、手当
月　額 期末手当

市　長 850,000 円 6 月・12 月計 3.01 カ月
副市長 710,000 円 6 月・12 月計

3.18 カ月教育長 630,000 円
議　長 440,000 円

6 月・12 月計
3.35 カ月副議長 370,000 円

議　員 350,000 円

ー職員数と人件費ー
●部門別職員数（各年 4月１日現在）

職　員　数
令和元年 令和２年 令和 3 年

一般行政関係 230 人 228 人 232 人
教育行政関係 29 人 30 人 23 人
公営企業関係 32 人 32 人 33 人

計 291 人 290 人 288 人

●職種別職員数（令和 3年 4月１日現在）
職 員 数

部長、部次長、課長、主幹 55 人
課長補佐（保育園長含む）、企画主査 60 人

主査、主事、保育士など 171 人
技能労務職 2 人

計 288 人

●職員給与費（令和 3年度当初予算）
金　額

給　　料 10 億 8,287 万円
職員手当   6 億 1,349 万円

計 16 億 9,636 万円
1 人当たりの給与費 573 万円

●人件費（令和 2年度普通会計決算額）
歳出額（A） 人件費（B） 人件費率（B/A）

199 億 1,897 万円 26 億 1,517 万円 13.1％

給
　
与

  毎月決まって
  支給されるもの

  特別な職務や
  特殊な勤務に
  ついたときに
  支給されるもの

  臨時に支給
  されるもの

管理職手当

特殊勤務手当

時間外勤務手当

期末勤勉手当

退職手当

住居手当

扶養手当

給料

通勤手当

職員給与の仕組み

令和 3 年度上半期の財政状況職員給与の公表



庚
こうしんどう

申堂世話人会が青
せいめん

面金
こんごう

剛の使いの猿を型どった「身
代わり猿

ざる

」の根付けづくり体験を実施（飛鳥・11月3日）

技術と伝承の継続を目指して

Photo フォトニュース

News

不戦の誓いを後世に
「小浜市戦没者追悼式」で小浜市遺族会など関係者 40
人が黙とうをささげ献花（働く婦人の家・10 月 21 日）

本市などで「福井県原子力総合防災訓練」が行われ松永
地区の住民が広域避難訓練に参加（おおい町・10 月 30 日）

有事に備えて訓練

令和５年度の使用開始を目指す同センターの新築工事に
向けて関係者が工事の安全を願う（南川町・10 月 22 日）

新・健康管理センター建設へ史跡「若狭だるま窯」で地元の名産品であった
若狭瓦の鬼瓦などを展示（上中井・10 月 23 日）

伝統産業を次世代に伝承

広報おばま　令和 3 . 12   1415 広報おばま　令和 3 . 12

県内初導入の「移動期日前投票所」が市内７カ所
を巡り高校生などが投票（若狭東高校・10 月 25 日）

投票箱を乗せたバスが各地を巡る

国宝・明通寺本堂で「おてらでらいぶ」が催され 3 人組
バンド「ザッハトルテ」が聴衆を魅了（門前・10 月 9 日）

国宝を舞台に音楽を楽しむ

「新幹線が小浜にやってきた」図画コンクール表彰式で松
崎市長が受賞者に表彰状を贈る（文化会館・10 月 16 日）

「北陸新幹線」に思いを乗せて

男女共同で「防災」を学ぶ
内外海地区の男女共同参画推進委員が災害時に備えた
炊き出し訓練を実施（久須夜交流センター・10 月 9 日）

県主催の「高校生ワークショップ」で生徒が小浜線への
思いを共有しグループごとに発表（若狭高校・10 月 26 日）

小浜線 学生の意見を活性化につなげる

「第 16 回鯖街道体験ウオーキング」が催され参加者がまち
の駅から京都市までを 2 日間かけて踏破（住吉・10 月 16 日）

「針畑越え」の道で京都を目指して

西津小学校の児童が学習にゆかりのある場所の前で
学びの成果を他学年に発表（新小松原・10 月 21 日）

地区内を回る「ふるさと遠足」



小浜市役所
〒 917-8585 小浜市大手町 6-3
☎ 0770-53-1111( 代 )
FAX 0770-53-0742( 代 )
HP https://www1.city.obama.fukui.jp/ 

市民の皆さんのくらしに役立つ情報をお届けします

くらしの情報お
知
ら
せ

くらしの情報
掲載内容については、新型コロナウイルス感染症の影響により中止・変更になる場合があります

■
市
立
図
書
館   

今
月
の
催
し

年末年始企画
年末年始はおうちでぬりえをたのしもう！
　期間中、本を借りた児童に、オリ

ジナルのぬりえを配布します。

　完成したぬりえを図書館に持参す

ると、児童室に展示します。

【配布】12 月 15 日㊌〜令和４年 1 月 31 日㊊
【展示】令和４年 1 月 6 日㊍〜 1 月 31 日㊊
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■問い合わせ・申し込み
　市立図書館（白鬚）☎ 52・1042

おばま児童文学会「風夢」の
おはなし会

とき　12 月 25 日㊏ 11 時〜

　

市
の
物
品
な
ど
の
競
争
入
札
に
参
加
す

競
争
入
札
参
加
資
格
審
査
（
物

品
等
）
の
申
請
の
受
け
付
け

総
務
課
☎
64
・
６
０
０
３

　

12
月
は
「
不
法
投
棄
等
防
止
啓
発
強
調

月
間
」
で
す
。

　

み
だ
り
に
廃
棄
物
を
捨
て
た
り
、
野
外

焼
却
を
行
っ
た
り
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

自
分
の
土
地
で
も
、
み
だ
り
に
廃
棄
物
を

捨
て
た
場
合
は
不
法
投
棄
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
行
為
は
、
廃
棄
物
処
理
法

違
反
に
よ
り
罰
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
、

５
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
１
０
０
０
万
円

以
下
の
罰
金
、
ま
た
は
そ
の
両
方
が
科
せ

ら
れ
ま
す
。

　

廃
棄
物
の
不
法
投
棄
や
野
外
焼
却
（
野

焼
き
）
を
見
つ
け
た
ら
、「
不
法
投
棄

１
１
０
番
」、
ま
た
は
最
寄
り
の
健
康
福

祉
セ
ン
タ
ー
（
保
健
所
）
や
警
察
署
（
交

番
・
駐
在
所
）、
市
環
境
衛
生
課
ま
で
通

報
し
て
く
だ
さ
い
。

し
な
い
！
さ
せ
な
い
！
見
逃
さ
な
い
！

廃
棄
物
の
不
法
投
棄
・
野
外
焼
却

環
境
衛
生
課
☎
64
・
６
０
１
６

　

市
で
は
、
燃
や
す
ご
み
の
減
量
化
や
リ

サ
イ
ク
ル
の
推
進
を
図
る
た
め
、無
料
で

古
着
を
回
収
し
ま
す
。

▼
と
き　

12
月
11
日
㊏
９
時
〜
12
時

▼
と
こ
ろ　

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー（
谷
田
部
）

▼
対
象　
【
古
着
】
洗
濯
し
た
衣
類
全
般

　
（
下
着
、
靴
下
、
毛
布
、
ふ
と
ん
、
タ

　

オ
ル
な
ど
は
対
象
外
）

※
雨
天
決
行
。
古
着
は
雨
に
ぬ
れ
な
い
よ

　

う
に
持
ち
込
ん
で
く
だ
さ
い

古
着
の
回
収環

境
衛
生
課
☎
64
・
６
０
１
６

■
不
法
投
棄
１
１
０
番
（
県
循
環
社
会
推

　

進
課
）
☎
０
７
７
６
・
20
・
０
５
８
４

■
若
狭
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
☎
52
・
１
３
０
０

■
小
浜
警
察
署
☎
56
・
０
１
１
０

■
市
環
境
衛
生
課
☎
64
・
６
０
１
６

　

12
月
１
日
㊌
〜
７
日
㊋
は
「
雪
に
備
え

雪
に
備
え
る
週
間

都
市
整
備
課
☎
64
・
６
０
２
７

健
康
・
福
祉

「
心
あ
た
た
ま
る
手
紙
」
作
品

生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課
☎
64
・
６
０
３
３

　

12
月
４
日
㊏
〜
10
日
㊎
の「
人
権
週
間
」

に
ち
な
ん
で
、「
心
あ
た
た
ま
る
手
紙
」

作
品
を
募
集
し
ま
す
。

▼
内
容　

人
と
の
ふ
れ
あ
い
の
中
で
体
験

　

し
た
あ
た
た
か
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
、
う

　

れ
し
か
っ
た
こ
と
、
感
謝
の
気
持
ち
な

　

ど
を
、
手
紙
で
紹
介
し
て
く
だ
さ
い
。

　

部
門
別
（
小
学
校
（
低
学
年
・
高
学
年
）、

　

中
学
校
、
一
般
）
の
入
賞
者
に
記
念
品

　

を
贈
呈
し
ま
す
。

▼
応
募
方
法　

原
稿
用
紙
ま
た
は
所
定
の

　

応
募
用
紙
に
、
手
紙
の
本
文
（
２
０
０

　

字
以
内
）、
住
所
、
氏
名
、
連
絡
先
を

　

記
入
し
、
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課
ま
た

　

は
中
央
公
民
館
（
大
手
町
）
へ
提
出

　

※
応
募
用
紙
や
実
施
要
項
は
、
生
涯
学

　
　

習
ス
ポ
ー
ツ
課
、
各
公
民
館
、
ま
た

　
　

は
市
公
式
Ｈ
Ｐ
か
ら
入
手

▼
応
募
期
限　

令
和
４
年
１
月
11
日
㊋

募
集

令
和
４
年
度
小
浜
市
奨
学
生

教
育
総
務
課
☎
64
・
６
０
３
１

▼
対
象　

市
内
在
住
で
、
高
校
・
高
専
・

　

専
修
学
校
・
短
大
・
大
学
へ
の
進
学
を

　

希
望
す
る
、
貸
付
要
件
を
満
た
す
人

▼
奨
学
資
金　
【
高
校
・
高
専
】
１
万
円
、

講
正
学
舎
入
舎
生

（
公
財
）雲
浜
奨
学
会
☎
03
・
３
３
２
７
・
７
８
０
０

　

講
正
学
舎
は
、
東
京
の
大
学
に
進
学
す

る
学
生
の
た
め
の
マ
ン
シ
ョ
ン
（
ワ
ン

ル
ー
ム
型
）
で
す
。
運
営
す
る
公
益
財
団

法
人
雲
浜
奨
学
会
で
は
、
来
年
４
月
の
新

入
舎
生
を
募
集
し
ま
す
。

▼
所
在
地　

東
京
都
世
田
谷
区
松
原
二
丁

　

目
34
の
６

▼
募
集
エ
リ
ア　

福
井
県
お
よ
び
近
隣
府
県

▼
募
集
人
数　

男
子
若
干
名
、
女
子
３
人

▼
募
集
期
間　

12
月
１
日
㊌
申
込
書
類
受

　

け
付
け
開
始

※
詳
し
く
は
雲
浜
奨
学
会
Ｈ
Ｐ
（https://w

　

w
w

.unpin.jp/

）
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い

　

放
送
大
学
は
、
文
部
科
学
省
と
総
務
省

が
所
管
す
る
通
信
制
大
学
で
、
年
齢
・
職

業
に
か
か
わ
ら
ず
、
幅
広
い
科
目
を
テ
レ

ビ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
学
べ
ま
す
。

放
送
大
学
４
月
入
学
生

放
送
大
学
福
井
学
習
セ
ン
タ
ー
☎
０
７
７
６
・
22
・
６
３
６
１

　

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
で
実
施
す
る
集
団

健
診
は
、
今
年
度
は
12
月
３
日
㊎
が
最
後

で
す
。
12
月
４
日
㊏
以
降
は
、
次
の
８
カ

所
で
個
別
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
医
療
機
関　

杉
田
玄
白
記
念
公
立
小
浜

　

病
院（
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の
加
入

　

者
は
受
診
不
可
）、い
ち
せ
ク
リ
ニ
ッ
ク
、

　

木
村
医
院
、
し
ん
た
に
ク
リ
ニ
ッ
ク
、

　

田
中
病
院
、
中
山
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
に
し

　

お
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
本
馬
医
院

※
受
診
券
が
必
要
で
す
。
持
っ
て
い
な
い

　

人
は
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
ま
で
問
い
合

　

わ
せ
て
く
だ
さ
い

※
市
外
に
も
受
診
で
き
る
医
療
機
関
が
あ

　

り
ま
す
。
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く

　

だ
さ
い

　

特
定
・
基
本
健
診（
国
民
健
康
保
険
・
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
の
加
入
者
が
対
象
）

が
受
診
で
き
る
市
内
の
医
療
機
関
は
、
次

の
８
カ
所
で
す
。

市
内
医
療
機
関
で
の
生
活
習
慣
病
健
診

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
☎
52
・
２
２
２
２

「
福
井
県
の
新
し
い
鉄
道
会
社
」
名
前

福
井
県
並
行
在
来
線
準
備
株
式
会
社

　

現
在
Ｊ
Ｒ
が
運
行
し
て
い
る
北
陸
本
線

の
運
営
を
引
き
継
ぎ
、
令
和
６
年
春
に
開

業
す
る
、
新
し
い
鉄
道
会
社
の
名
前
を
募

集
し
ま
す
。

　
【
専
修
学
校
】
２
万
円
、【
短
大
・
大
学
】

　

３
万
円

▼
返
済
期
間　

修
業
か
ら
６
年
以
内
（
無

　

利
子
・
無
担
保
）

▼
申
し
込
み　

令
和
４
年
２
月
９
日
㊌
ま

　

で
に
、
各
中
学
校
・
高
校
に
設
置
の
申

　

込
用
紙
を
教
育
総
務
課
に
提
出

▼
募
集
期
間　

12
月
１
日
㊌
〜
令
和
４
年

　

１
月
16
日
㊐

▼
内
容　

社
名
に
採
用
さ
れ
た
１
人
に
、

　

賞
金
20
万
円
、記
念
乗
車
券
を
贈
呈
し
、

　

開
業
イ
ベ
ン
ト
に
招
待
し
ま
す
。ほ
か
、

　

抽
選
で
７
人
に
、
沿
線
７
市
町
の
特
産

　

品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

▼
応
募
方
法　

福
井
県
並
行
在
来
線
準
備

　

株
式
会
社
Ｈ
Ｐ
（https://w

w
w

.fukui

　

-heizai.co.jp/nam
e.htm

l

）、
ま
た
は

　

地
区
公
民
館
や
図
書
館
な
ど
に
設
置
の

　

チ
ラ
シ
（
専
用
は
が
き
付
き
）
で
応
募

▼
問
い
合
わ
せ　

福
井
県
並
行
在
来
線
準

　

備
株
式
会
社
総
務
企
画
課
☎
０
７
７
６

　

・
20
・
０
２
９
４

▼
募
集
期
間　
【
第
１
回
募
集
】
11
月
26

　
日
㊎
〜
令
和
４
年
２
月
28
日
㊊
【
第
２

　

回
募
集
】
令
和
４
年
３
月
１
日
㊋
〜
３

　

月
15
日
㊋

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

応募は
こちら▶

る
た
め
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
参
加
資
格
審

査
を
申
請
し
、
市
に
登
録
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

令
和
４
・
５
・
６
年
度
の
申
請
に
つ
い

て
、
次
の
通
り
受
け
付
け
ま
す
。

▼
受
付
期
間　

12
月
１
日
㊌
〜
令
和
４
年

　

１
月
31
日
㊊

▼
申
請
方
法　

市
公
式
Ｈ
Ｐ
ま
た
は
総
務

　

課
に
設
置
の
申
請
書
に
記
入
し
、
市
庁

　

舎
（
大
手
町
）
４
階
４
０
２
会
議
室
ま

　

で
持
参
、
ま
た
は
総
務
課
あ
て
に
郵
送

る
週
間
」
で
す
。

　

冬
を
迎
え
る
に
当
た
っ
て
、「
路
上
駐

車
禁
止
」、「
冬
用
タ
イ
ヤ
着
用
」、「
防
災

施
設
周
辺
の
除
雪
」、「
路
上
に
出
て
い
る

枝
葉
の
撤
去
」
な
ど
、
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー

に
つ
い
て
み
ん
な
で
話
し
合
い
、
協
力
し

て
雪
対
策
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

▼
と
き　

令
和
４
年
１
月
９
日
㊐
【
受
け

　

付
け
】12
時
15
分
〜
【
式
典
】13
時
〜

▼
と
こ
ろ　

文
化
会
館
（
大
手
町
）

▼
対
象　

平
成
13
年
４
月
２
日
〜
平
成
14

　
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人
（
市
に
住
民

　

登
録
が
な
い
人
は
事
前
申
込
が
必
要
）

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の

　

た
め
、
家
族
・
一
般
の
人
は
入
場
で
き

　

ま
せ
ん

令
和
４
年
成
人
式
を
開
催

生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課
☎
64
・
６
０
３
３

※
当
日
は
、
対
象
以
外
の
家
庭
ご
み
や
粗

　

大
ご
み
は
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん

※
３
月
に
も
実
施
予
定

クリスマスイベント
おはなし会＆とびだすクリスマス

カードを作ろう！

とき
内容

定員

12 月 11 日㊏ 10 時 30 分〜
クリスマスにまつわるおはな
しを聞いた後、 とびだすクリ
スマスカードをつくります
20 人（要事前申込）



市民の皆さんのくらしに役立つ情報をお届けします くらしの情報
掲載内容については、新型コロナウイルス感染症の影響により中止・変更になる場合があります

19 広報おばま　令和 3 . 12 広報おばま　令和 3 . 12 18

進歩的な取り組みを表彰
　市では、郷土の偉人・杉

すぎた

田玄
げんぱく

白の功績をたたえ、
毎年、「食と医療」などのテーマに沿った進歩的な
研究や取り組みを実施している人の中から、功績
顕著な人を表彰しています。
受賞者が決定し記念講演会を開催
　今年は全国から 11件の応募があり、右の２人が
「杉田玄白賞」および「杉田玄白賞奨励賞」に選ば
れました。
　受賞者による記念オンライン講演会および表彰
式を、下記の通り開催しますので、ぜひ来場して
ください。

第 20回「杉田玄白賞」受賞者記念オンライン講演会を開催します
■問い合わせ　文化交流課☎ 64・6034

記念講演会および表彰式
と　き　12月 11日㊏ 13 時 30 分〜
ところ　働く婦人の家（大手町）
※会場でオンライン講演会を観覧。
　受賞者はオンラインで参加

パブリックコメントの実施を予定しています

計画等の名称 担当課 目的や内容

第 11 次小浜市交通安全計画
※実施中（12月９日㊍まで）

生活安全課
県の計画に合わせて、令和３年〜７年の交通安全に関する市の

施策を定める

小浜市地域福祉計画 市民福祉課
地域住民や社会福祉関係者が主役となって、生活全般にわた

る福祉向上を図るための計画を定める

小浜市環境基本計画 環境衛生課
市民・事業者・行政が参加する環境保全の方向性を明らかに

し、今後の環境行政を総合的・計画的に進めるための計画を

定める

小浜市食育推進計画 食のまちづくり課
前計画にあたる「小浜市元気食育推進計画改訂版」の期間が

満了したことに伴って、食育の推進にかかる新たな計画を定

める

若狭おばま観光戦略 商工観光課
地域全体での観光ターゲットと提供価値、推進体制、目標に

ついて検討し、小浜が観光地として発展していくための戦略

を策定する

意見は市役所や公民館の窓口で
　実施期間中は、担当課、広報・デジタル推進
課、各公民館の窓口や、市役所の宿日直（土・日・
祝日のみ）、市公式HPで、素案の閲覧および意
見の提出ができます。
　提出された意見については、後日、市の考え
と合わせて公表します。　
　詳細な実施日程については、決まり次第、市
公式HPなどであらためてお知らせします。

■問い合わせ　広報・デジタル推進課☎ 64・6009

重要な計画などを決める際に意見を公募
　市では、市民の皆さんの生活に直接、大きな影
響を与える計画や条例などを定めたり、変更した
りする場合に、素案の内容を公表して市民の皆さ
んの意見を募る「パブリックコメント制度」を定
めています。
　令和４年３月までの期間中に、下記の計画など
について、パブリックコメントを実施する予定で
す（それぞれの実施期間は、おおむね３週間程度）。

宝くじの普及広報事業として、一般財団法人自治総合センター
からの助成で、高塚区自主防災会が防災備品を整備しました。

宝くじの助成金で
防災備品を整備しました

■問い合わせ　生活安全課☎ 64・6006

▲整備備品
発動発電機４台、投光器２台、水中ポンプ２台、折り畳みリヤカー１台、
トランシーバー８台、ＡＥＤ１台、消防ホース３本

「杉田玄白記念学問事
ことはじめ

始大賞」の受賞グループが決定しました
■問い合わせ　文化交流課☎ 64・6034

　今年は「杉田玄白賞」20周年・市制施行 70周年の
年です。市では、全国の高校生を対象に、「食と健康」「食
育」に関する探究的な取り組みや研究を募集しました。

　全国の 9校から計 22 件の応募があり、下表のと
おり受賞グループを決定しました。受賞グループの
発表の一部は、市公式HPから見ることができます。

表彰内容 研究タイトル 高校名 グループ名

最優秀賞 “石
いしづち

鎚黒
くろちゃ

茶” の科学的な分析 愛媛県立西条高等学校 三代目黒茶ガールズ

優秀賞 線
せんちゅう

虫から学ぶ健康寿命延！！ 愛媛県立松山南高等学校 線虫ガールズ

入賞（第３位） 野菜に含まれる抗酸化物質の定量 愛媛県立松山南高等学校 ビタミンC班

入賞（第 4 位） へしこの食べ合わせについて 福井県立若狭高等学校 へしこ愛好グループ

入賞（第 5 位） 健康機能性のあるサワラ缶詰開発 福井県立若狭高等学校 サワラ

入賞（第 6 位） 宇宙鯖缶よっぱらい鯖で健康に 福井県立若狭高等学校 宇宙日本食開発チーム

入賞（第 6 位） 健康機能性チョウザメ缶詰開発 福井県立若狭高等学校 チョウザメ

村
む ら た

田 幸
たかひさ

久 さん
（東京大学大学院 准教授）

記念講演

食物アレルギーの診断と治療技術の開発
〜小さな子供が食べたいものを自由に食べられるように〜

杉田玄白賞

食物アレルギーは、時に命を危険にさらし、
簡単な診断や治療の方法がありません。小さ
な子どもからでも採取が容易な尿を用いた、
食物アレルギーの診断技術・治療法の開発に
ついて紹介します。

金
か ね こ

子 賢
け ん た ろ う

太朗 さん
（京都大学大学院  特定助教）

記念講演

食と脳のコミュニケーションによる肥満の改善
〜腸

ちょうのうれんかん

脳連関による視床下部の食欲調節ホルモン作用の制御〜

杉田玄白賞
奨励賞

「食」の字は「人を良くする」と書きますが、
脳の食欲中枢である視床下部と、食成分の相
互作用は、ほとんど解明されていません。講
演では、消化管由来のホルモンや食成分が食
欲中枢に作用する新しいメカニズムと食シグ
ナルによる肥満の改善について紹介します。



問 まちの駅☎ 52・2000

17 時〜 21 時時 所 まちの駅（白鬚）

11月26日㊎〜
12月25日㊏

まちの駅クリスマスイルミネーション

くらしの情報
掲載内容については、新型コロナウイルス感染症の影響により中止・変更になる場合があります

広報おばま　令和 3 . 12 20

施設

12 月 １月

問い合わせ・備考
25
㊏

26
㊐

27
㊊

28
㊋

29
㊌

30
㊍

31
㊎

1
㊏

2
㊐

3
㊊

4
㊋

5
㊌

市
役
所

各課窓口 × × ○ ○ × × × × × × ○ ○ 市役所（代表）☎ 53・1111
12月29日㊌〜1月3日㊊の出生、死亡などの「戸籍の届け出」

「火葬の予約」は、宿日直の職員が受け付けします市民サービス
コーナー ○ ○ × × × × × × × × × ×

市立図書館 ○ ○ ○ × × × × × × × × × ☎ 52・1042

中央公民館 ○ ○ × × × × × × × × ○ ○ 市役所（代表）☎ 53・1111
各地区公民館については、各館へ問い合わせてください

温水プール ○ ○ × × × × × × × × × ○ ☎ 53・0450

市民体育館 ○ ○ ○ ○ × × × × × × ○ ○ ☎ 53・0085

総合運動場 ○ ○ ○ △
※ × × × × × × ○ ○

☎ 58・0837
※ 12 月 28 日㊋は17時まで、予約の受け付けのみ行います。
　施設利用はできません

子育て支援
センター × × ○ ○ × × × × × × ○ ○ ☎ 56・3386

食文化館 ○ ○ ○ × × × × × × × × × ☎ 53・1000

濱の湯 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ☎ 53・4126

濱の四季 ○ ○ ○ × × × × × ○ ○ ○ × ☎ 53・0141

道の駅
「若狭おばま」 ○ ○ ○ ○ ○ × × × △

※ ○ ○ ○ ☎ 56・3000
※ 1 月 2 日㊐は物販施設のみ、10時〜 17時営業です

まちの駅 旭座 ○ ○ ○ × × × × × × △
※ × ○

☎ 52・2000
※ 1 月 3 日㊊は「かるた始め」の開催のみで、その他の施設
　は利用できません

あいあいバス ○ ○
※ ○ ○ × × × × × × ○ ○ 新幹線・交通まちづくり課☎ 64・6067

※毎週日曜日は事前予約が必要です

ごみの収集 × × ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ 環境衛生課☎ 64・6016

クリーンセンター × × ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ☎ 53・5550
受付時間は 9 時〜16 時

リサイクルプラザ × × ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○

☎ 59・9000
受付時間は 9 時〜16 時
事業所が、年内にリサイクル可能な資源ごみを持ち込む場合
は、12 月 28 日㊋までに環境衛生課☎ 64・6016 の承認を
受けてください。個人は不要です

し尿のくみ取り 年末は大変込み合いますので、12月 10日㊎までに
予約してください ㈱アクアテック☎ 64・5460

○…平常業務　×…休館・休業　△…一部のみ／時間変更■年末年始の業務ガイド

13 時〜 15 時 30 分時

26日㊐ Ｒ
れ い な ん

ＥＩＮＡＮ国際交流のつどい 2021

問 同実行委員会事務局☎ 0770・21・3455
※申し込みは県国際交流嶺南センター HP

（右の二次元コード）から

所 各家庭からオンラインで参加、または旭座（白鬚）の
パブリックビューイングに参加
※パブリックビューイングは敦賀、高浜でも実施

申 20 日㊊までに要事前申込

落語家「にしゃんた」さんによるオンライ
ン講演「幸福度日本一ふくいのみなさんへ
〜ちがいを楽しみ、力にかえる〜」など

内

金 無料

イベントスケジュール
市内の催し物情報を発信Event

2021

12

21 広報おばま　令和 3 . 12

市民の皆さんのくらしに役立つ情報をお届けします

① 15 時〜、② 18 時〜時

金 前売券 2,000 円　当日券 2,500 円　※全席自由席

所 まちの駅旭座（白鬚）

問 さんだ楽語協会事務局☎ 050・5328・6945

18日㊏ 第９回桂
かつら

福
ふくまる

丸旭座落語会

2021

12イベントスケジュール
市内の催し物情報を発信Event

問 食文化館☎ 53・1000

「おせち料理」をテーマに、伝統料理「れんぼ」、小鯛の手ま
りずし、へしこ入りだて巻、昆布巻、あん餅雑煮を作ります。

いずれも 10 時〜 13 時時

金 1,000 円

所 食文化館（川崎三丁目）

17日㊎・18日㊏ 食文化館 季節の調理体験

申 3 日前までに要事前申込。先着 16 人 ＝時間時 金 ＝料金所 ＝会場

申 ＝申込締切、定員など 問 ＝問い合わせ先、申込先

内＝内容

凡例

対＝対象

19日㊐ ひきたて・打ちたてそばを堪能しよう

市では、食に秀でた人を「食の達人」に認定し、その知識
や技術を伝える事業を行っています。そば打ちの「食の達
人」、高

たかとり

鳥重
しげさと

郷さんによるそば打ち講座を開催します。
※持ち帰り容器を持参
※密を避けるため、１セットを 4 人以上での調理は不可

① 10 時〜 12 時、② 14 時〜 16 時　※内容は同じ時

問 食文化館☎ 53・1000

金 1,000 円（１セット（６食分））所 食文化館（川崎三丁目）

申 3 日前までに要事前申込。各回先着 16 人

① 14 時〜 15 時 30 分、② 19 時〜 20 時 30 分時

25日㊏ 迎春フラワーデザイン講座

問 働く婦人の家☎ 52・7002

金 3,000 円（材料費、花器代込み）

所 働く婦人の家（大手町）

申 11 日㊏までに要事前申込。各回先着 20 人

正月用フラワーアレンジメント作り
講師：松

ま つ か わ

川知
ち か こ

香子さん（日本フラワーデザイナー協会本部講師）
※花切りバサミ、持ち帰り用袋を持参

内

問 文化交流課☎ 64・6034

古河屋歴代当主の肖像画や、小浜藩主との交流・経営手腕
がうかがえる文書などを展示します。海に開かれた城下町、
大都会小浜の姿をのぞいてみませんか。

9 時〜 17 時　※ 11 月 29 日㊊は休館時 金 無料

所 若狭図書学習センター（南川町）

11月26日㊎〜
12月5日㊐

市制７０周年特別展示
小浜商人と北前船船主　古

ふ る か わ や

河屋嘉
か だ ゆ う

太夫

【連携イベント】文化遺産カード第２弾発行カードラリー
特別展に合わせて、関連文化財の「文化遺産カード」3 種
を新たに発行しました。期間中、文化財を訪問し３種のカー
ドをそろえると、特製クリアファイルがもらえま
す。詳しくは小浜市の歴史と文化を守る市民の
会 HP（右の二次元コード）まで

5日㊐ もっと知ろう　小浜の歴史と文化⑧

13 時 20 分〜 16 時 30 分時

所 道の駅「若狭おばま」（和久里）に集合

問 観光ボランティアガイド若狭の語り部 担当 松
ま つ き

木さん
☎ 090・2121・5209

観光ボランティアガイド「若狭の語り部」による、市民公
開講座の第 8 回は、国指定名勝の庭園がある萬徳寺、丈

じょう

六
ろく

の釈迦如来坐像のある国分寺、女帝・元
げんしょう

正天皇を模した
木造十一面観音菩薩立像のある羽賀寺を巡ります。

申 1 日㊌までに要事前申込。先着 30 人

金 無料

金 無料14 時〜時 所 まちの駅旭座（白鬚）

問 ハーモニーホールふくい☎ 0776・38・8289

19日㊐ まちかどコンサート

出演：T
ト リ オ

RIO A
ア ク シ ス

XIS（弦楽バンド）、ナディア・アズィ ( ピ
アニスト )

内

問 まちの駅☎ 52・200017 時〜 21 時時 所 まちの駅（白鬚）

11月26日㊎〜
12月26日㊐

まちの駅イルミネーション「小浜夢回廊・夢
む げ ん

眼」
w
ウ ィ ズ

ith ナイトマルシェ

右のページにもイベント情報を掲載しています

イルミネーション点灯のほか、期間中の毎週㊏17 時〜 20 時には、
キッチンカーや駅内カフェの限定メニューなどが登場します。

内



各 種 相 談・ 休 館 日 な ど

※印のついた相談などは要予約です。相談は基本的に無料です。内容は変更される場合があります■各種相談
相 談 名 内 容 と き ところ・問い合わせ

出張年金相談※
年金額の確認や、年金に関する手続
きを行うことができます。

12 月 9 日㊍・23 日㊍
10 時〜12 時、13 時〜15 時

文化会館
問敦賀年金事務所
☎ 0770・23・9905

結婚相談
結婚に関する相談に、婦人福祉協議
会の相談員が応じます。

12 月 16 日㊍
9 時 30 分〜11 時 30 分 文化会館

問小浜市婦人福祉協議会
☎ 090・4329・0346結婚相談

（本人のみ）
12 月 25 日㊏
13 時 30 分〜15 時 30 分

弁護士無料相談※ 法律問題全般について相談ができます。
12 月 7 日㊋
13 時 30 分〜 15 時

働く婦人の家
問福井弁護士会
☎ 0776・23・5255

法律相談
（消費生活トラブル）※

消費生活に関する相談に、弁護士もし
くは司法書士が応じます。

12 月 23 日㊍
14 時〜16 時

嶺南消費生活センター
問同☎ 52・7830

高齢者専門相談
（法律）※

遺産相続、土地問題などについて、
弁護士が相談に応じます。

12 月 16 日㊍
13 時〜16 時

県社会福祉協議会嶺南支所
問同☎ 52・7833

行政相談※
行政に関する手続きや苦情などの相
談に、行政相談委員が応じます。

12 月 21 日㊋
13 時 30 分〜 14 時 30 分

市役所問広報・デジタル
推進課☎ 64・6009

女性向け
出張就業相談

仕事に関する不安解消やキャリアアップ
など、「働きたい」女性の相談に応じます。

12 月 1 日㊌
10 時 30 分〜 15 時 30 分

働く婦人の家
問ふくい女性活躍支援センター
☎ 0776・41・4244

精神保健相談※
心の病気や、アルコール問題、認知症
に関する相談に精神科医が応じます。

12 月 7 日㊋・21 日㊋
10 時〜11 時 30 分

若狭健康福祉センター
問同☎ 52・1300

エイズ、肝炎相談・検査
匿名で、エイズ・肝炎に関する検査や、
相談（月〜金、8 時 30 分〜 17 時）
を受けることができます。

12 月 6 日㊊・20 日㊊
9 時〜10 時 30 分

夜間エイズ相談・
検査※

12 月 1 日の世界エイズデーに合わせ
て、夜間、エイズ検査や相談に応じま
す。※検査は、感染の恐れがある日から、
3 カ月以上経過後に受けてください

12 月 3 日㊎
17 時 30 分〜19 時

こころの相談 心の悩みを相談してください。
①毎週㊌10時〜16時
②毎週㊎12時〜17時

①市社会福祉協議会
問同☎ 56・5802
②つみきハウス
問同☎ 53・1190

心配ごと相談
介護など生活での困りごとの相談に
応じます。

12 月 8 日㊌
13 時〜16 時

市社会福祉協議会
問同☎ 56・5802

人権相談

12 月 4 日〜 10 日の人権週間に合わ
せて、相談できる時間を拡大して開
設します。悩みごと、心配ごとのあ
る人は、気軽に相談してください。

12 月 7 日㊋
10 時〜 16 時

働く婦人の家
問福井地方法務局小浜支局
☎ 52・0238

■子育て応援情報 ※印のついた相談などは要予約です。相談は基本的に無料です。内容は変更される場合があります

12 月の窓口延長について

市役所 1 階の窓口（市民福祉課、高齢・障がい者元気支援課、子ども未来課、税務課、環境衛生課、会計課）では、
毎週金曜日（祝日・年末年始を除く）の執務時間を 18 時 30 分まで延長しています。

■高齢者いきいき情報 内容は変更される場合があります

催 し 内 容 と き と こ ろ・問 い 合 わ せ

カフェ・ぽ〜れ
高齢者の生きがいや認知症予防の活
動・相談ができます（参加費 100 円）。

12 月 17 日㊎
10 時〜 11 時 30 分

若狭ふれあいセンター
問坂

さかがみ

上和
かず よ

代さん
☎ 090・5686・4147

おひさまカフェ
認知症予防に関わる人たちの憩いの
場です（参加費 100 円）。

12 月 21 日㊋
10 時〜 12 時

ふるさと茶屋「清右ヱ門」
問小

おがわ

川さん☎ 64・5142

新型コロナウイルス感染症の影響により、中止や変更になる場合があります。
参加を希望する人は、各問い合わせ先に事前に確認してください。

23 広報おばま　令和 3 . 12 広報おばま　令和 3 . 12   22

催 し 内 容 と き と こ ろ・問 い 合 わ せ

誕生会※
今月に誕生日を迎えるお子さんのお祝
いをしましょう。

12 月 22 日㊌
10 時〜11 時

子育て支援センター
問同☎ 56・3386

母乳育児相談
助産師による母乳育児の相談です。体
重・ほ乳量の測定も可能。

12 月 21 日㊋
10 時〜 11 時 30 分

働く婦人の家
問健康管理センター
☎ 52・2222

スクスク元気っ子教室※
離乳食の相談、発育・発達、育児な
ど子育て相談。身体計測も可能です。

12 月 20 日㊊
10 時〜 11 時

健康管理センター
問同☎ 52・2222

■ 12 月の休館日

市立図書館
7 日㊋・14 日㊋・19 日㊐・
21 日㊋・28 日㊋〜 31 日㊎

温水プール
6 日㊊・13 日㊊・20 日㊊・
27 日㊊〜 31 日㊎

若狭図書学習
センター

6 日㊊・13 日㊊・20 日㊊・
27 日㊊・29 日㊌〜 31 日㊎
※23日㊍は2Fのみ休館

市民サービス
コーナー

19 日㊐・29 日㊌〜 31 日㊎

■ 12 月の休日当番医

※★印の当番医の日は、小児患者は、杉田玄白記念公立小浜病院  
　（大手町）で小児科医が休日診療を行います

  5 日㊐　 ★木村医院（四谷町） ☎ 53・1260

12 日㊐　 いちせクリニック（南川町）☎ 53・2415

19 日㊐　 ★小津外科医院（日吉） ☎ 52・0072

26 日㊐　 ★しんたにクリニック（駅前町）☎ 64・5321

30 日㊍　 中山クリニック（多田） ☎ 56・5588

31 日㊎　 ★吉井医院（塩竃） ☎ 52・0028

年始については、20Ｐの「業務ガイド」をご覧ください



燃えろ！青春！部活道若プロフェッショナル！働く　　者

女子バレーボール部　キャプテン

本
音
で
助
言
し
合
え
る
チ
ー
ム
に

（小浜第二中学校２年生）

岩
い わ も と

本 菜
な な

花 さ
ん

　

小
浜
第
二
中
学
校
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

部
で
は
、
１
・
２
年
生
12
人
が
、
声
を
か
け

合
っ
て
練
習
を
積
み
重
ね
て
い
ま
す
。

　

小
学
生
の
頃
か
ら
、
地
区
の
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
チ
ー
ム
で
腕
を
磨
い
た
キ
ャ
プ
テ
ン
の

岩
本
さ
ん
は
、
攻
撃
の
主
力
と
し
て
チ
ー

ム
を
支
え
ま
す
。「
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
は
、
相

手
の
攻
撃
を
抑
え
、
み
ん
な
で
ボ
ー
ル
を

つ
な
い
で
打
ち
込
む
と
こ
ろ
が
お
も
し
ろ

い
で
す
。
み
ん
な
で
１
点
が
取
れ
る
と
、

う
れ
し
い
し
楽
し
い
」
と
、
笑
顔
で
競
技

の
魅
力
を
話
し
ま
す
。

　

夏
の
大
会
後
、
３
年
生
が
引
退
し
、
新

体
制
と
な
っ
た
同
部
。
部
員
全
員
で
決
め

た
目
標
は
、
臨
む
試
合
に
「
全
部
勝
つ
」。

　

岩
本
さ
ん
は
、
部
の
雰
囲
気
に
つ
い
て
、

「
部
員
全
員
の
仲
が
良
い
。
試
合
で
惜
し
い

プ
レ
ー
を
し
た
人
に
は
、
み
ん
な
が
声
を

か
け
た
り
、
手
を
重
ね
た
り
し
て
励
ま
し

ま
す
。
励
ま
さ
れ
る
と
、勇
気
が
出
て
、『
次

が
ん
ば
ろ
う
』
と
思
う
こ
と
が
で
き
ま
す
」

と
、
語
る
一
方
、「
プ
レ
ー
の
改
善
点
は
言

い
づ
ら
い
と
き
が
あ
り
ま
す
。
日
々
の
練

習
か
ら
、
学
年
問
わ
ず
本
音
で
助
言
し
合

え
る
、
強
い
チ
ー
ム
に
し
て
い
き
た
い
で

す
」
と
、
思
い
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

市内の若者にインタビュー

広報おばま　令和 3 . 12   2425 広報おばま　令和 3 . 12

音
楽
で
夢
や
元
気
を
届
け
た
い

　

市
民
ら
が
、
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
作
曲
の
合
唱

付
き
交
響
曲
「
第
九
」
を
、
プ
ロ
の
指
揮
や

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
も
と
で
歌
う
「
若
狭
小
浜

第
九
演
奏
会
」。
平
成
５
年
に
始
ま
り
、
今

や
小
浜
の
冬
の
風
物
詩
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

実
行
委
員
長
の
大
橋
さ
ん
は
、
合
唱
の

魅
力
を
「
み
ん
な
で
１
つ
の
音
楽
を
作
り

上
げ
る
一
体
感
」
と
語
り
ま
す
。

　
「
お
互
い
の
苦
手
を
補
い
、
得
意
を
生
か

せ
る
の
が
合
唱
の
強
み
。
若
い
人
な
ら
声

量
や
高
音
を
、
ベ
テ
ラ
ン
な
ら
培
っ
た
技

術
を
生
か
し
て
、
厚
み
の
あ
る
ハ
ー
モ
ニ
ー

を
奏
で
た
時
の
感
動
は
格
別
で
す
」

　

市
民
と
プ
ロ
が
共
演
す
る
第
九
演
奏
会

を
毎
年
開
く
の
は
、
県
内
で
小
浜
が
唯
一
。

大
橋
さ
ん
は
、「
若
い
世
代
に
と
っ
て
は
、

年
１
回
で
も
、
地
元
で
本
物
の
音
楽
に
触

れ
る
機
会
は
貴
重
。
中
高
生
な
ど
に
も
第

九
の
輪
を
広
げ
た
い
」
と
話
し
ま
す
。

　

12
月
12
日
㊐
の
「
第
28
回
第
九
演
奏
会
」

に
は
、10
代
〜
80
代
の
約
70
人
が
参
加
予
定
。

医
師
を
招
き
研
修
会
を
開
く
な
ど
、
新
型
コ

ロ
ナ
対
策
を
徹
底
し
て
臨
み
ま
す
。
大
橋
さ

ん
は
、「
今
こ
そ
、
音
楽
で
み
ん
な
に
夢
や

元
気
を
届
け
た
い
」
と
、
２
年
ぶ
り
の
開
催

に
か
け
る
思
い
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

らり！小浜人き

小浜第九実行委員会　実行委員長　

大
お お は し

橋 導
み ち こ

子 さ
ん（68 歳）

　

１
・
２
年
生
の
男
女
９
人
が
に
ぎ
や
か
に

活
動
す
る
若
狭
高
校
文
芸
部
。
活
動
レ
ポ
ー

ト
や
創
作
小
説
を
掲
載
し
た
部
誌
「
若
菜
」

「
Ｆフ

ォ

ー

チ

ュ

ン

ｏ
ｒ
ｔ
ｕ
ｎ
ｅ
」
を
年
間
計
４
回
発
行

し
、
学
校
内
外
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

　

部
長
の
小
嶋
さ
ん
は
、
ペ
ー
ジ
割
り
や

発
行
部
数
な
ど
を
決
め
、
部
員
た
ち
の
作

品
を
１
冊
に
ま
と
め
る
〝
編
集
長
〟
で
す
。

「
同
じ
創
作
小
説
で
も
、
部
員
に
よ
っ
て

フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
や
恋
愛
も
の
、
ホ
ラ
ー
な

ど
、
得
意
分
野
は
多
彩
。
毎
回
、
最
初
の

読
者
と
し
て
、
ど
ん
な
作
品
が
あ
が
っ
て

く
る
か
ワ
ク
ワ
ク
し
て
い
ま
す
」

　

同
部
は
、
部
員
の
大
半
が
兼
部
な
が
ら
、

「
週
１
回
の
活
動
日
に
は
、
た
い
て
い
み
ん

な
そ
ろ
い
ま
す
」
と
意
欲
的
に
活
動
。
小

嶋
さ
ん
は
そ
の
理
由
を
、「
学
年
問
わ
ず
、

気
軽
に
話
せ
る
居
心
地
の
良
い
部
。
そ
れ

ほ
ど
本
好
き
で
は
な
か
っ
た
自
分
が
入
部

し
た
の
も
、
こ
の
雰
囲
気
が
あ
っ
た
か
ら

こ
そ
で
す
」
と
語
り
ま
す
。

　

11
月
に
は
、
部
誌
の
冬
季
号
を
発
行
し
た

同
部
。
小
嶋
さ
ん
は
、「
部
員
た
ち
の
作
品

に
フ
ァ
ン
が
つ
い
て
く
れ
れ
ば
う
れ
し
い
。

少
し
で
も
そ
の
手
伝
い
が
で
き
れ
ば
」
と
、

笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。　文芸部　部長

小
こ じ ま

嶋 大
だ い と

翔 さ
ん

燃えろ！青春！部活道

（若狭高校２年生）

部
員
ら
の
多
彩
な
作
品
を
１
冊
に

可
能
性
を
広
げ
ら
れ
る
保
育
者
に

　

宮
脇
さ
ん
は
、
聖
ル
カ
幼
稚
園
（
千
種

二
丁
目
）
で
、
０
歳
児
〜
１
歳
児
を
預
か

る
保
育
教
諭
の
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

　
「
幼
い
頃
か
ら
年
下
の
子
の
面
倒
を
見
る

の
が
好
き
で
し
た
」と
話
す
宮
脇
さ
ん
。「
自

分
が
幼
児
の
と
き
、
担
任
の
先
生
に
愛
情

を
持
っ
て
、
保
育
し
て
も
ら
っ
た
こ
と
を

よ
く
覚
え
て
い
ま
す
。
今
度
は
私
が
、
愛

情
を
子
ど
も
に
与
え
た
い
」
と
思
い
、
保

育
の
道
へ
。
短
大
で
学
ん
だ
後
、
保
育
実

習
で
訪
れ
た
同
園
に
就
職
し
ま
し
た
。

　
「
幼
児
期
の
保
育
は
、
人
間
形
成
に
深
く

関
わ
り
ま
す
。
子
ど
も
が
安
心
し
て
過
ご

せ
る
場
所
を
つ
く
り
な
が
ら
、
成
長
に
寄

り
添
い
た
い
」
と
、
笑
顔
を
見
せ
る
宮
脇

さ
ん
。
子
ど
も
の
成
長
を
後
押
し
す
る
た

め
に
、「
や
る
気
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
意

欲
が
出
る
よ
う
な
言
葉
か
け
を
し
ま
す
。

成
長
を
見
ら
れ
た
と
き
、
自
分
の
こ
と
み

た
い
に
う
れ
し
い
で
す
ね
」
と
、
ほ
ほ
え

み
ま
す
。

　

今
後
に
つ
い
て
宮
脇
さ
ん
は
、「
子
ど
も

の
可
能
性
を
広
げ
ら
れ
る
保
育
者
に
な
り

た
い
。
創
造
性
や
協
調
性
な
ど
、
数
字
で

は
測
れ
な
い
力
を
伸
ば
し
て
い
っ
て
あ
げ

た
い
で
す
」
と
、
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

勤務先　認定こども園 聖ルカ幼稚園

宮
み や わ き

脇 里
り さ

彩 さ
ん（22 歳）



編 
集 

後 

記

●
今
月
は
今
富
地
区
の
ふ
る
さ
と

ま
つ
り
を
取
材
（
裏
表
紙
）
▼
企

画
の
１
つ
と
し
て
、
地
域
の
方
が

長
年
収
集
し
た
歴
代
の
「
広
報
お

ば
ま
」
約
４
０
０
冊
か
ら
、
地
元

ゆ
か
り
の
人
々
の
写
真
や
記
事
約

１
４
０
点
を
展
示
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
▼
家
族
や
知
人
、
自
身
の

姿
を
見
つ
け
、
目
を
細
め
て
昔
話

に
花
を
咲
か
せ
る
人
た
ち
▼
自
分

の
仕
事
が
形
と
し
て
残
る
こ
と
の

喜
び
を
実
感
す
る
と
同
時
に
、
そ

の
責
任
に
身
が
引
き
締
ま
る
思
い

を
得
た
一
日
と
な
り
ま
し
た
（
池
）

広報おばま　令和 3 . 12   2627 広報おばま　令和 3 . 12

　

宮
川
地
区
で
採
れ
る
紫し

せ
き石
で
作
る
す
ず
り

は
、
江
戸
時
代
の
人
々
に
と
っ
て
、
ブ
ラ
ン

ド
価
値
が
高
い
あ
こ
が
れ
の
逸
品
で
し
た
。

　

小
浜
藩
主
の
酒さ

か
い井
忠た

だ
か
つ勝
が
後ご

み
ず
の
お

水
尾
上
皇
に

献
上
し
た
紫
石
の
す
ず
り
は
、
愛
用
さ
れ
、

上
皇
の
死
後
に
「
鳳ほ

う
そ
く
す
ず
り

足
硯
」
と
名
付
け
ら
れ

た
こ
と
か
ら
、
宮
川
産
の
紫
石
製
の
す
ず
り

を「
鳳
足
石
硯
」と
呼
ぶ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

小
浜
か
ら
遠
く
離
れ
た
日
本
三
景
・
松
島

（
宮
城
県
）
に
は
、
戦
国
武
将
・
伊だ

て達
政ま

さ
む
ね宗
の

菩
提
寺
で
あ
る
瑞ず

い
が
ん
じ

巌
寺
が
あ
り
、
酒
井
忠
勝

の
子
・
忠た

だ
な
お直
が
奉
納
し
た
鳳
足
石
硯
が
、
宝

物
と
し
て
伝
わ
っ
て
い
ま
す
（
左
上
写
真
）。

　

政
宗
と
忠
勝
は
、
江
戸
城
の
中
で
相
撲
を

取
っ
た
と
伝
わ
っ
て
お
り
、
戦
乱
の
世
を
生

き
抜
い
た
政
宗
の
お
茶
目
な
姿
を
示
す
逸
話

で
す
。
瑞
巌
寺
の
す
ず
り
は
、
忠
直
が
、
政

宗
と
忠
勝
の
仲
を
し
の
ん
で
奉
納
し
た
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

　

忠
直
は
、
他
に
も
伊
勢
神
宮
や
春
日
大
社
、

東
大
寺
、
若
狭
神
宮
寺
な
ど
、
全
国
の
有
名

な
寺
社
に
鳳
足
石
硯
を
奉
納
し
て
い
ま
す
。

　

藩
主
か
ら
大
名
や
公
家
へ
の
贈
答
品
に
も
用

い
ら
れ
た
鳳
足
石
硯
は
、
や
が
て
人
々
の
あ
こ

が
れ
の
的
と
な
り
、
産
地
で
あ
る
宮
川
の
名
も

全
国
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

▲酒井忠直が瑞巌寺に奉納した「紫石硯」。
　写真は内箱（左）とすずりの表面（右）
　※写真提供：瑞巌寺 鳳ほ

う
そ
く
せ
き

足
石
硯す
ず
り

学
芸
員
が
教
え
る
、「
思
わ
ず
人
に
話
し
た
く
な
る
」
歴
史
の
裏
話

ふ
る
さ
と
文
化
財
め
ぐ
り

歴

史

探

訪

　
　

  

生
活
の
と
び
ら

健
康

杉
田
玄
白
記
念  

公
立
小
浜
病
院

■
問
い
合
わ
せ  

☎️
52
・
０
９
９
０

た
く
さ
ん
集
ま
り
ま
す
。
こ
れ
を
利
用
し
て
、

薬
剤
か
ら
出
さ
れ
る
微
量
の
放
射
線
を
写
し

出
し
、
が
ん
の
位
置
や
大
き
さ
、
進
行
度
合

い
を
調
べ
ま
す
。

　

Ｃ
Ｔ
検
査
は
、
臓
器
の
形
を
し
っ
か
り
と

映
し
出
す
検
査
で
す
。
人
体
に
多
方
向
か
ら

Ｘ
線
を
照
射
し
て
、
画
像
機
器
に
輪
切
り
の

体
を
表
示
し
、
臓
器
の
形
の
変
化
を
見
て
、

が
ん
を
診
断
し
ま
す
。

慎
重
に
検
査
結
果
を
判
断

　

検
査
の
性
質
上
、
体
の
部
位
に
よ
っ
て
は
、

正
常
で
あ
っ
て
も
、
が
ん
細
胞
が
あ
る
か
の

よ
う
な
反
応
を
示
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
が
ん
に
よ
る
異
常
か
否
か
を
判
断
す

る
た
め
、
画
像
診
断
医
は
、
検
査
装
置
の
特

性
や
体
の
仕
組
み
、
薬
剤
の
作
用
な
ど
を
理

解
し
、
慎
重
に
診
断
を
し
て
い
ま
す
。

医
療
に
お
け
る

画
像
診
断
医
の
役
割

が
ん
検
診　
最
先
端
の
検
査
装
置
で

　

画
像
診
断
医
は
、
が
ん
検
診
な
ど
の
検
査

結
果
の
画
像
を
見
て
、
正
確
に
病
状
を
判
断

す
る
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
は
当
院
に
受
診
さ
れ
た
際
、
さ
ま

ざ
ま
な
画
像
診
断
検
査
を
受
け
ら
れ
た
こ

と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
中
で
も
、
が

ん
検
診
に
お
い
て
、
最
先
端
の
検
査
が
で
き

る
「
Ｐペ

ッ

ト
Ｅ
Ｔ
／
Ｃシ

ー
テ
ィ
ーＴ

検
査
」
装
置
は
、
嶺
南

で
は
当
院
に
の
み
あ
り
ま
す
。
こ
の
装
置
は
、

Ｐ
Ｅ
Ｔ
と
Ｃ
Ｔ
、
２
つ
の
検
査
を
同
時
に
短

時
間
で
行
う
こ
と
が
可
能
で
す
。

「
Ｐ
Ｅ
Ｔ
検
査
」
と
「
Ｃ
Ｔ
検
査
」

　

Ｐ
Ｅ
Ｔ
検
査
は
、
が
ん
細
胞
が
正
常
な

細
胞
よ
り
も
、
多
く
の
「
ブ
ド
ウ
糖
」
を
必

要
と
す
る
性
質
で
あ
る
こ
と
に
着
目
し
た
検

査
で
す
。
ブ
ド
ウ
糖
に
反
応
し
て
、
ご
く
微

量
の
放
射
線
を
出
す
薬
剤
を
体
内
に
注
射
し
、

「
Ｐ
Ｅ
Ｔ
カ
メ
ラ
」
で
、
薬
剤
が
全
身
に
分

布
し
た
様
子
を
撮
影
し
ま
す
。

　

が
ん
細
胞
に
は
、
正
常
細
胞
よ
り
薬
剤
が

放

射

線

科

川か
わ
か
み上 

悟さ
と
し司 

医
師

----------- 有料広告 -----------

小浜市小浜広峰 55
☎ (0770)52-0748 ・FAX(0770)52-0853

お気軽にご来店下さい。
お電話でのご相談も承ります。

㈲杉田石材店

安心と信頼  地元の石屋さん
お墓ディレクター（1級）在籍
（日本石材産業協会登録第12-100024号） 

（公社）若狭シルバー人材センター
小浜市遠敷 84-3-4 サン・サンホーム小浜内

☎ (0770)56-5115 ・FAX(0770)56-5088

人のため、まちのために働き隊！
          60歳以上、

元気はつらつマン募集中！

シルバー人材センター
会員募集

福井県シルバー人材センター連合
高齢者活躍人材確保育成事業

ＢＳ４Ｋ放送対応ＳＴＢを
４Ｋ対応テレビには

おすすめします！

BS4K 放送が見れて! 録れて!
取付料金 27,500 円（税込）！

BS4K 放送対応 STB （2TB HDD 内蔵）

詳しくはチャンネル Oまでお問い合わせください。
　　　　☎ ( ０７７０) ５２−７２００

----------- 有料広告 -----------

●
市
制
施
行
70
周
年
記
念
式
典
で

上
映
の
「
市
Ｐ
Ｒ
動
画
」
を
制
作

し
た
高
校
生
た
ち
を
取
材
し
ま
し

た
▼
「
写
真
で
制
作
の
様
子
を
伝

え
た
い
の
で
、再
現
し
て
ほ
し
い
」

と
伝
え
る
と
、
そ
の
場
で
快
く
応

じ
て
く
れ
る
高
校
生
た
ち
に
感
謝

▼
企
画
・
編
集
な
ど
制
作
に
か
け

た
思
い
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
▼
学
生
な
ら
で
は
の
発
想
を
元

に
、
丁
寧
に
作
リ
込
ま
れ
た
作
品

は
、
ど
れ
も
見
応
え
の
あ
る
も
の

ば
か
り
な
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ

さ
い
（
視
聴
方
法
は
３
Ｐ
）（
理
）



写真連載Life 輝く子どもたち

■
発
行
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井
県
小
浜
市

　
　
　
　
〒
917
-8585　

小
浜
市
大
手
町
6
番
3
号

■
編
集
　
企
画
部
広
報
・
デ
ジ
タ
ル
推
進
課
　
☎
64・

6009　
FA
X
53・

0742

■
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
https://w

w
w
1.city.obam

a.fukui.jp/
■
電
子
メ
ー
ル
　
kouhou@

city.obam
a.fukui.jp

■
印
刷
　
　
　
　
若
越
印
刷
（
株
）
小
浜
営
業
所

広
報
お
ば
ま

№
816　

令
和
３
年
11
月
25
日
（
木
）
発
行

本
紙
の
一
部
に
は
見
や
す
い
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

デ
ザ
イ
ン
フ
ォ
ン
ト
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

ふるさとまつりで今富小学生が自分たちで植えたコメを販売（今富公民館・11月 6日）

小浜市防災メール
災害や避難の情報をお知らせします。
登録は、右の二次元コードもしくは
W
ウ ェ ブ
ebサイト（https://mail.cous.jp/bou

saiobama/）から手続きしてください

地域の出来事などを SNSで発信しています

市公式 F
フェ イ ス ブ ッ ク

acebook市公式 T
ツ イ ッ タ ー

witter

サツマイモ掘り体験（聖ルカ乳児保育園・10月 12日）

人の動き（11月１日）

【人　口】28,650人 （前月比        -22人）
　　　　　　　   　 (前年同月比 -338人）
【世帯数】12,118世帯

【男性】 14,105人

【女性】 14,545人

【転入】56人  　【転出】61人

【出生】10人  　【死亡】27人




